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認通誉131号／1997.4.20 定価100円 l 
自慟隊の海外派兵を食い止め、大凋軍縮を」

米軍基地を撒去しよう！

反核運動を継精し、核廃絶を！ 1 

憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう：

草の根の国際共同作業を進めよう！

米海兵隊は

論函砥」最終集約は5月15日。カノハ
目標まであと一息です。いっ
そうのご協力を！
疇鬱鬱馨蝙い鬱鬱鬱疇攀纏り鬱魯疇

◆5.、15を怒りの日に
◆王城寺原からの報告

◆追跡！劣化ウラン③

◆劣化ウランと国内法

●岩国沖の藻場を殺すな！

絵はがきを出そう！

●沖縄から

◆外務省安全保障課は、

やはりひどいところだっ

ら力の
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●維持会員（月額） ●参加会員（月額） ●通信会員（年額）勝t軍傭iネットワーク

冒も出言闘盆畠虐畠 3000円g".......-”
＇ （会費は本紙購読料を含みます）



現
在
、
新
聞
や
運
動
体
の
機
関
誌
等
で
、
記

事
と
し
て
扱
っ
て
い
た
だ
き
、
全
国
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
や
激
励
の
電
話
、

F
A
X、
事
務
局

へ
入
っ
て
く
る
賛
同
金
の
額
は
日
を
追
っ
て
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

全
国
の
み
な
さ
ん
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
振
替

用
紙
の
メ
モ
襴
に
書
き
込
ま
れ
た
米
海
兵
隊
撤

退
を
求
め
る
「
声
」
、
現
在
強
行
さ
れ
つ
つ
あ

る
特
措
法
改
悪
へ
の
怒
り
、
事
務
局
へ
の
励
ま

し
の
こ
と
ば
に
、
こ
の
意
見
広
告
を
な
ん
と
し

て
で
も
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
、
と
あ
ら
た
め
て

取
り
組
み
へ
の
思
い
を
ま
た
強
く
し
ま
し
た
。

紙
面
制
作
は
、
現
在
、
神
奈
川
で
基
地
問
題

NYタイムス

意見広告

に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
に
文
案
推
敲
、
レ
イ

ア
ウ
ト
、
仕
上
げ
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
掲

載
時
期
は

5
月
中
旬
以
降
に
ず
れ
そ
う
で
す
。

＾
ふ
、
呼
び
か
け
を
さ
ら
に
拡
げ
て
、
ま
だ

チ
ラ
シ
等
届
い
て
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
へ
も
こ

ま
め
に
チ
ラ
シ
発
送
を
し
て
行
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
さ
ら
な
る
協
力

な
し
に
、
こ
の
意
見
広
告
の
実
現
も
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
と
一
押
し
の
み
な
さ
ん
の
御
協
力
を
ぜ

ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

※
「
米
海
兵
隊
は
日
本
に
い
ら
な
い
！
」

米
紙
意
見
広
告
を
実
現
す
る
会
・
事
務
局

目
標
ま
で
あ
と
一
息
。
五
月
中

旬
掲
載
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

賛同金（4月20日現在） 408万7451円
●皆様の御協力に感謝しています。

●目標の600万円まで、あと 190万円！ がんばろう！

集約日変更●第3次集約 5月15日（木）

・Good Bye 
US Marines 

NEWS 
米海兵隊は日本にいらない！米紙意見広告を実現する会

事務局：松村真知子・浦田龍次yufukiri@fatcoaraor.jp

〒879-51大分県大分郡湯布院町川上1525-12

t.el&fax 0977-85-5003 

◎郵便振替口座 01710-3-57680「米紙意見広告を実現する会」
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疇言三言遁iiiiIii:]口羞言言言lit盟

：i：§::]]:と:」'’’'言2:争はみんなそうだ。はじまった時にはすぐ終わると考えてい

たり、局地的な小さな戦争だと思っていたり、後になってあ

の時が始まりだったのかとふりかえってきている。． 
何年かたって、「あの法律が成立したから、現在のこのひ

どい状況が生まれてしまった」ということになりかねないと

私は思う。とはいえ、よしんばそうなったとしても、その時

にきちんと問題化した、あきらめずにこだわった、というこ

とは、大きな歴史的財産になる。今、敗北感におそわれてし

まう時もある。また、テレビのキャスターのように客観的に

批評したくもなる。でも、今何をすれば後にのこるかと考え

たい。歴史的時間の中に生きている以上、今だけ、過去だけ

で考えないほうがいい。安全保障って本当はなんのことな

の。（リボンの騎士）

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
各地の市民は様々なやり方で、 5.15を準備しています。

たとえば一

神奈川●すべての基地に「NO!」を—神奈川メッセージ

15日の午後から夜、県内17のすべての基地ゲート前で抗議

の意志表示をしよう！ よびかけは、非核市民宜言運動ヨコ

スカ他。キャッチピースで情報わかります。

西日本●沖縄・反基地西日本ネット（仮）

14日に「その場」でハンスト。政府へのFAX梨中など。

問い合わせ先：奥村悦夫0898-76-5040

月刊キャッチピース No.52 1997.4.20 
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〔
特
措
法
関
連
〕

・
日
本
が
ま
だ
米
国
の
占
領
下
に
あ
る
よ
う
な
気
が

し
て
し
ま
い
ま
す
。
広
大
な
基
地
を
士
地
と
し
て

占
有
さ
れ
、
そ
の
中
は
日
本
の
法
律
が
適
用
で
き

ず
、
何
を
し
よ
う
と
米
軍
の
勝
手
。
都
合
が
悪
く

な
れ
ば
こ
ち
ら
の
法
律
を
変
え
て
ま
で
米
国
に
尽

く
そ
う
と
す
る
日
本
政
府
。
福
祉
も
教
育
も
予
算

を
削
り
続
け
て
、
な
お
思
い
や
り
予
算
を
増
額
す

る
。
納
得
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
米
軍
仁

の
家
族
だ
っ
て
、
い
え
、
本
人
だ
っ
て
、
自
分
の
国

で
一
緒
に
静
か
に
暮
ら
し
た
い
で
し
ょ
う
に
！

（
神
奈
川
県

T
S
)

•
特
措
法
改
悪
の
こ
の
間
の
動
き
は
、
日
本
の
民
主

主
義
の
自
殺
行
為
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
ま
さ
に

．
、
悲
し
い
ょ
・
出
来
事
と
し
か
表
現
で
き
な
い
事
態
を

迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
（
京
都
府

M
N
)

・
「
特
措
法
」
あ
の
デ
タ
ラ
メ
、
人
権
無
視
法
案
が

圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
る
な
ん
て
、
が
ま
ん
で

き
ま
せ
ん
ね
。
「
（
海
兵
隊
や
特
措
法
賛
成
議
員
の
よ

う
な
）
人
殺
し
は
地
球
か
ら
出
て
行
け
！
」
な
ど

と
叫
び
た
い
気
分
で
す
。
（
岩
手
県
M
K
)

・
日
本
の
政
府
は
、
国
民
の
生
活
権
、
財
産
権
、
人

権
を
守
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
と
き
、
一
種
の

む
な
し
さ
を
覚
え
ま
す
。
我
々
、
市
民
、
国
民
の
カ

で
、
目
を
覚
ま
す
よ
う
意
見
し
、
真
の
平
和
杜
会
を

く
さ
ん
集
ま
れ
ば
、
大
き
な
力
に
な
る
と
信
じ
て

い

ま

す

。

（

東

京

都

S
M
)

・
広
く
米
国
の
世
論
、
国
民
感
情
が
喚
起
さ
れ
る
こ

と

を

祈

り

ま

す

。

（

神

奈

川

県

M
Y
)

・
沖
縄
の
問
題
を
、
痛
み
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
受

け
と
め
て
行
動
す
る
仲
間
が
一
人
で
も
多
く
と

願

っ

て

い

ま

す

。

（

神

奈

川

県

s
k
)

・
日
本
人
に
も
訴
え
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
人
に
訴
え
る

の
に
賛
成
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
が
よ
り
反
応
し
て

く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い

日
本
人
で
す
が
見
捨
て
ず
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
神
奈
川
県

I
K
)

・
日
米
安
保
が
次
々
と
仮
想
敵
国
を
つ
く
り
、
沖
縄

の
米
軍
基
地
の
存
在
理
由
付
け
を
し
て
い
る
が
、

日
本
政
府
は
も
っ
と
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け
国
民
的

に
安
保
の
必
要
性
の
是
非
を
も
っ
と
議
論
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
「
海
兵
隊
撤
退
」
具
体
的
で
い
い

と

思

い

ま

す

。

（

沖

縄

県

T
M
)

・
貧
者
の
一
灯
で
す
。
米
国
と
日
本
政
府
の
す
る
こ

と
が
許
せ
ま
せ
ん
。
（
神
奈
川
県

s
w
)

・
ア
メ
リ
カ
の
市
民
に
理
解
の
輪
が
広
が
る
よ
う
運

動
の
成
功
を
祈
り
ま
す
。
（
神
奈
川
県

k
W
)

・
大
分
の
友
人
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
う
ち
は

岩
国
基
地
に
わ
り
に
近
く
、
い
つ
も
イ
ヤ
な
思
い

を
し
て
い
ま
す
。
里
山
を
破
壊
し
て
ま
で
の
基
地

移
設
に
は
大
反
対
で
す
。
米
軍
兵
力
に
加
担
す
る

よ
う
な
「
思
い
や
り
予
算
」
は
な
く
し
た
い
で
す
。

全
面
的
に
応
援
し
ま
す
。
絶
対
に
実
現
さ
せ
て
く

だ

さ

い

！

（

山

口

県

N
M
)

．．．ヽ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

賛
同
者
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ー
ツ
一

築

き

ま

し

ょ

う

！

（

兵

庫

県

D
E
)

・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ジ
ャ
パ
ン
州
と
な
っ
て
、
ア
ラ

ブ
の
中
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、

日
本
人
の
幸
せ
：
．
に
は
な
り
っ
こ
な
い
。
沖
縄
特

措
法
は
売
国
法
で
す
。
い
つ
ま
で
日
本
は
恥
知
ら

ず
な
売
国
奴
政
権
を
の
さ
ば
ら
せ
て
お
く
の
か
。

（
京
都
府

A
K
)

・
「
米
海
兵
隊
は
日
本
に
い
ら
な
い
」
「
米
海
兵
隊
は

沖
縄
に
い
ら
な
い
J

(
沖
縄
県

M
o
)

憲
法
と
相
入
れ
な
い
日
米
安
保
条
約
に
よ
る
米
軍

の
実
質
的
占
領
継
続
は
許
せ
な
い
。
ま
し
て
米
海

兵
隊
の
行
動
は
米
軍
の
世
界
各
地
へ
の
な
ぐ
り

込
み
部
隊
で
あ
り
、
日
本
の
防
衛
と
は
無
関
係
で

あ
る
。
「
米
海
兵
隊
は
日
本
に
い
ら
な
い
！
」

（
長
崎
県

Y
N
)

・
沖
縄
の
米
軍
用
地
使
用
が
違
法
に
な
る
に
際
し

て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
圧
力
が
続
く
の
を
見
て
も
、

米
海
兵
隊
の
駐
留
が
日
本
の
た
で
な
く
、
ア
メ
リ

力
自
身
の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
沖
縄
か
ら
、
海
兵
隊
と
基

地
を
な
く
し
、
日
本
か
ら
軍
事
基
地
を
な
く
し
ま

し

ょ

う

。

（

神

奈

川

県

N
I
)

・
法
治
国
家
と
は
権
力
か
ら
弱
者
を
保
護
す
る
た
め

に
存
在
す
る
。
収
容
委
員
会
の
機
能
や
国
民
の
財

産
権
を
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
法
治
国
家
と
し
て

正
し
い
意
義
が
あ
る
。
現
在
、
政
府
は
法
を
犯
し

て
、
象
の
オ
リ
を
占
有
し
、
一
年
が
過
ぎ
た
。

（
沖
縄
県
M
N
)

・
思
う
に
、
明
治
以
米
の
日
本
は
「
大
の
虫
」
を
生

犯
罪
の
源
泉
は
海
兵
隊
。
海
兵
隊
は
米
国
の
面
汚

し
。
実
弾
訓
練
は
米
本
国
で
や
れ
！（長
崎
県

T
T
)

・
在
日
米
軍
は
日
本
防
衛
の
た
め
で
は
な
く
、
日
本

を
批
界
戦
略
の
前
進
基
地
に
す
る
た
め
に
い
る
。

海
兵
隊
に
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
す
な
わ
ち
国
益

な
り
。
諸
悪
の
根
元
は
安
保
条
約
な
り
。
早
く
解
消

し
た
い
も
の
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
（
神
奈
川
県

M
S
)

・
北
海
道
に
も
米
軍
が
来
る
は
め
に
な
り
ま
し
た
。

「
安
保
」
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
、
日
本
中
ど
こ
へ
で

も
米
軍
は
居
座
り
ま
す
ね
o
（
北
海
道

S
I
)

・
今
、
禎
習
場
に
近
い
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
に
安
全
で
不
安
の
な
い
生
活
を
ぜ
ひ
保

証

し

た

い

！

（

大

分

県

教

師

）

・
日
米
安
保
条
約
を
逸
脱
す
る
米
海
兵
隊
の
駐
留
は

国
際
法
違
反
で
す
。
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
は
軍

備
に
頼
ら
ず
、
ア
ジ
ア
諸
国
民
の
友
好
を
推
進
す

る
こ
と
で
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
（
東
京
都

k
k
)

・
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
ア
副
大
統
領
は
「
海
兵
隊
は
削
減

し
な
い
」
と
日
本
に
来
る
な
り
言
っ
た
。
日
本
政

府
代
表
は
こ
ち
ら
の
意
見
も
同
じ
だ
と
答
え
た
。

話
し
合
う
前
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
意
の
ま
ま
、
沖
縄

の
こ
と
な
ど
全
く
考
え
て
い
な
い
の
だ
。
本
当
に

ハ

ラ

が

立

つ

。

（

東

京

都

M
S
)

・
沖
縄
は
「
戦
後
」
も
な
く
、
占
領
が
続
い
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
「
許
し
て
い
る
」
本
土

の
私
た
ち
が
い
ま
す
。
（
大
分
県

T
T
)

・
私
は
自
分
の
国
に
外
国
の
軍
豚
な
ら
び
に
そ
の
基

ooa B 
S Marin 

地
を
置
く
こ
と
に
反
対
し
ま
す
。
日
本
の
政
治
家

は
私
た
ち
の
国
を
売
り
に
出
し
て
い
る
の
で
は
な

い

か

と

思

い

ま

す

。

（

東

京

都

H
A
)

・
沖
縄
が
基
地
の
島
で
な
く
な
ら
な
い
限
り
、
私
の

戦
後
は
終
わ
ら
な
い
と
い
う
思
い
で
す
。

（
東
京
都

M
N
)

・
米
軍
は
即
時
撤
退
。
日
本
の
血
税
で
米
軍
を
養
っ

て
い
る
事
実
。
ア
メ
リ
カ
の
失
業
者
を
、
多
数
の

失
業
者
を
か
か
え
る
日
本
が
な
ぜ
抱
え
込
む
必
要

が

あ

る

の

か

。

（

東

京

都

M
K
)

・
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
腹
が
立
つ
。
戦
後

50
年
も
た

つ
の
に
平
気
で
少
女
が
、
子
ど
も
が
…
。
日
本
の

人
々
を
占
領
下
に
置
く
米
軍
。
こ
れ
以
上
日
本
に

い
つ
づ
け
る
な
ん
の
理
由
も
な
い
。
名
誉
あ
る
「
ア

メ
リ
カ
本
土
へ
の
撤
退
」
こ
そ
、
後
世
に
名
を
残

す
英
断
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
ほ
し
い
。
そ
し
て

日
本
の
政
府
は
ど
こ
の
政
府
か
。
（
大
分
県

※
意
見
広
告
実
現
ま
で
も
う
一
歩
で

す
。
あ
ら
た
め
て
み
な
さ
ん
の
御
協

力
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。
◆
◆

M
S
)
 

か
す
た
め
に
「
小
の
虫
」
を
殺
し
続
け
て
き
た
歴

史
だ
っ
た
。
し
か
し
、
「
小
の
虫
」
を
殺
し
続
け
れ

ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
「
大
の
虫
」
を
殺
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
と
1
9
4
5

年
8
月
1
5

日
に
学
ん
だ

は
ず
で
は
な
い
か
。
知
ら
ぬ
間
に
忘
れ
て
し
ま
っ

た
。
「
小
の
虫
」
（
沖
縄
）
を
殺
す
な
！

（
愛
知
県

H
T
)

〔
意
見
広
告
に
つ
い
て
•
そ
の
他
〕

塞
地
問
題
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
聞
き
す
る
度
に
歯
ぎ

し
り
す
る
思
い
で
お
り
ま
し
た
。
意
見
広
告
の
こ

と
、
よ
う
こ
そ
思
い
立
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
福
岡
県

F
I
)

・
「
オ
キ
ナ
ワ
」
の
実
態
を
ア
メ
リ
カ
国
民
に
突
き

つ
け
る
た
め
に
参
加
し
ま
す
。
（
佐
賀
県

Y
A
)

•
こ
の
意
見
広
告
か
ら
、
米
国
市
民
と
の
対
話
が
始

ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
（
京
都

H
D
)

・
ア
メ
リ
カ
の
人
々
に
市
民
の
声
を
ぜ
ひ
聞
い
て
ほ

し
い
。
政
府
が
決
し
て
市
民
を
代
表
し
て
い
な
い

こ

と

を

。

（

大

阪

府

M
A
)

・
橋
本
内
閣
に
怒
り
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
沖
縄
の
み

な
さ
ん
の
苦
し
み
、
痛
み
を
思
う
と
何
か
で
き
る

こ
と
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
新
聞
に
こ
の
意
見
広
告
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
で
思
う
ほ
ど
の
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と
、

わ
ず
か
で
す
が
送
り
ま
す
。
日
本
の
基
地
問
題
、

一
日
も
早
く
望
む
方
向
に
進
む
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま

す

。

（

神

奈

川

県

C
M
)

・
協
力
し
ま
す
。
一
人
の
力
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
た

5
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一
九
九
五
年
の
九
月
に
起
こ
っ
た
少
女
暴
行
事

件
に
抗
議
す
る
沖
縄
県
民
ぐ
る
み
の
県
民
大
会
、
大

田
沖
縄
県
知
事
の
軍
用
地
強
制
使
用
に
反
対
す
る

代
理
署
名
拒
否
、
米
軍
基
地
の
縮
小
・
撤
去
を
求

め
る
県
民
投
票
に
続
き
、
反
戦
地
主
会
と
一
坪
反

戦
地
主
会
の
約
三
千
名
に
よ
る
軍
隊
に
は
土
地
を

貸
さ
な
い
と
い
う
契
約
拒
否
運
動
は
、
今
年
五
月

十
四
日
に
迎
え
る
沖
縄
返
還
後
五
回
目
の
米
軍
基

地
強
制
使
用
期
限
切
れ
に
向
け
て
日
米
安
保
に
大

き
な
風
穴
を
開
け
よ
う
と
し
て
い
た
。

一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
か
ら
満
二
十
五
年
目

を
迎
え
る
今
年
の
五
月
十
互
日
は
、
こ
れ
ま
で
の

五
月
十
五
日
と
は
違
う
新
た
な
沖
縄
自
立
の
日
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

で
あ
る
。
そ
の
後
、
米
ソ
冷
戦
に
お
け
る
米
軍
拠
点

と
し
て
二
十
七
年
間
の
米
軍
支
配
の
後
、
一
九
七

二
年
に
日
本
の
施
政
権
下
に
沖
縄
は
返
還
さ
れ
た

が
、
米
軍
に
よ
っ
て
強
制
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

土
地
を
返
せ
と
い
う
約
―
―
一
千
名
の
未
契
約
地
主
の

声
を
封
じ
る
た
め
に
日
本
政
府
は
公
用
地
暫
定
使

用
法
を
五
年
間
の
時
限
立
法
と
し
て
成
立
さ
せ
た
。

し
か
し
、
五
年
後
の
一
九
七
七
年
も
な
お
多
く

の
地
主
が
賃
貸
契
約
を
拒
否
し
て
い
た
た
め
に
、
米

軍
用
地
の
た
め
の
地
籍
明
確
化
法
の
制
定
の
際
に

付
則
に
公
用
地
暫
定
使
用
法
の
五
年
延
長
を
付
記

し
、
公
用
地
法
を
延
長
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
一
九

八
二
年
に
す
で
に
「
死
に
法
」
だ
っ
た
米
軍
用
地
特

措
法
を
沖
縄
に
適
用
し
て
、
一
九
八
七
年
、
一
九
九

二
年
と
特
措
法
に
よ
る
一
二
回
の
米
軍
用
地
強
制
使

用
を
繰
り
返
し
て
き
た
o

特
措
法
の
巧
妙
さ
は
、
拒
否
地
主
に
代
わ
っ
て

土
地
の
確
認
を
市
町
村
長
や
県
知
事
に
「
代
理
署

名
」
で
行
な
わ
せ
、
地
方
自
治
体
の
同
意
を
得
た
こ

と
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
二
年
前
の
少
女
の
事

件
を
契
機
に
高
ま
っ
た
沖
縄
の
反
基
地
運
動
に

よ
っ
て
市
町
村
長
に
続
い
て
大
田
沖
縄
県
知
事
が

代
理
署
名
を
拒
否
し
た
こ
と
か
ら
、
特
措
法
は
米

軍
用
地
の
強
制
使
用
の
た
め
に
有
効
に
は
機
能
し

な
く
な
っ
た
の
で
、
今
回
の
有
無
を
言
わ
さ
ぬ
強

制
使
用
へ
と
改
悪
さ
れ
た
。

今
回
の
改
悪
で
は
、
日
本
政
府
は
沖
縄
県
民
や

地
主
の
合
意
を
得
る
事
無
く
、
沖
縄
の
米
軍
基
地

を
永
続
的
に
強
制
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

沖縄かl沖縄がかわれば、
〒901-22

沖縄県宜野湾市志真志517-1

沖縄キリJ.,ト教平和セシタ—気付

冗 L098(898)6628 

FAX 098(897)6653 

郵便振替鹿児島2-11249

い
り
ー
竺
報
告
⑮

かが洋平太アジア

「
沖
縄
か
ら
」

「
沖
縄
ボ
イ
ス
」

編
集
委
員

伊
波
洋
一

（
沖
縄
県
議
会
議
員
・
前
沖
縄
中

部
地
区
労
事
務
局
長
）

・警•· ... 

屯 す1、
-—·-…•一↓←こ ....  

ろ縄てう米 見達立賛民極 る地縄 て沖t.:.日県やも戦
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県
内
移
設
に
反
対
す
る
沖
縄
県
民

逆
行
す
る
日
本
放
府
の
対
応

今
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
五
度
目
の
期
限
切
れ

に
向
け
て
沖
縄
県
収
用
委
員
会
の
公
開
審
理
が
開

始
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
県
知
事
の
代
理
署
名

拒
否
な
ど
県
民
的
反
対
に
よ
っ
て
各
種
手
続
き
が

大
幅
に
遅
れ
た
た
め
に
、
期
限
切
れ
と
な
る
五
月

十
四
日
ま
で
に
は
強
制
使
用
の
裁
決
は
出
な
い
だ
こ
の
よ
う
な
沖
縄
の
根
強
い
反
基
地
運
動
に
対

ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
十
二
月
二
日
の

S

し
て
、
日
米
安
保
を
「
盲
信
」
し
て
米
国
の
言
う
ま

A
C
o最
終
報
告
で
閉
鎖
・
返
還
さ
れ
る
多
く
の
地
ま
に
駐
留
兵
力
の
削
減
を
拒
否
す
る
日
本
政
府
と

基

基
地
・
施
設
が
県
内
に
移
設
さ
れ
る
こ
と
に
多
く
間
国
会
は
、
三
月
十
一
日
に
衆
議
院
で
約
九
0
%、
三

の
県
民
が
反
対
し
て
い
る
。
特
に
、

S
A
C
o報
告
天
月
十
七
日
に
参
議
院
で
約
八

0
％
の
圧
倒
的
多
数

普

の
目
玉
で
あ
る
普
天
間
飛
行
場
の
県
内
移
設
問
題
る
の
賛
成
で
米
軍
用
地
特
措
法
を
改
悪
し
、
期
限
切

は
、
県
内
各
地
の
移
設
候
補
地
で
大
き
な
反
対
運
座
れ
で
も
強
制
使
用
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

居

動
が
沸
き
起
こ
り
陸
地
で
の
移
設
先
を
断
念
し
た
にん

も
の
の
沖
縄
本
島
北
部
に
あ
る
海
兵
隊
基
地
．
中

キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
沖
の
海
上
に
建
設
す
る
こ
と
真の

が

日

米

で

合

意

さ

れ

た

。

ど

し
か
し
、
地
元
の
名
護
市
辺
野
古
地
区
で
は
海
廿

上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
へ
の
根
強
い
反
対
運
動
が
継
湾野

続

さ

れ

て

い

る

。

宜

ま
た
、
大
田
沖
縄
県
知
事
も
海
兵
隊
の
撤
退
を

含
め
た
兵
力
削
減
を
日
米
両
政
府
に
要
求
し
続
け

て
お
り
、
四
月
の
五
度
目
の
訪
米
要
請
行
動
で
も

兵
力
削
減
を
訴
え
て
い
る
。

同
改
悪
法
は
四
月
二
十
一
日
に
公
布
・
施
行
さ

れ
す
で
に
国
に
よ
る
「
不
法
占
拠
」
が
昨
年
四
月
か

ら
一
年
以
上
続
い
て
い
る
楚
辺
通
信
所
（
象
の
オ

リ
）
に
も
遡
っ
て
適
用
さ
れ
る
た
め
、
国
は
所
定
の

手
続
き
を
と
っ
て
「
補
償
金
」
を
供
託
す
れ
ば
、

「
不
法
占
拠
」
状
態
が
解
消
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

沖
縄
の
米
軍
基
地
は
、
五
十
二
年
前
の
一
九
四

年
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
米
軍
が
沖
縄
に
上
陸

て
全
土
を
占
領
し
、
沖
縄
県
民
の
土
地
を
取
り

げ
て
日
本
本
土
進
攻
の
た
め
に
建
設
し
た
も
の

公
用
地
に
続
く
三
度
目
の
法
的
措
置

国
会
は
沖
縄
差
別
の

特
措
法
改
悪
を
可
決

7
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~
玉
城
寺
演
習
場
は
、
宮
城
県
の
仙
台
か
ら
北

・
に
車
で
一
時
間
ほ
ど
の
、
農
村
地
帯
の
中
に
あ

．
 
．
 
．
 
る。．
 

~
戦
後
、
「
進
駐
軍
」
が
王
城
寺
原
の
入
植
者
に

．
 

？
立
ち
退
き
を
迫
り
、
米
軍
の
砲
弾
を
か
い
く

．
 

・
ぐ
っ
て
入
植
者
た
ち
は
開
墾
を
続
け
た
。
米
軍

．
 

＂
に
よ
る
、
犯
罪
や
事
故
の
生
々
し
い
記
憶
を
、

．
 

・
今
も
地
元
の
人
た
ち
は
持
っ
て
い
る
。

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
「
王
城
寺
原
に
米
軍
が
来
る
ん
だ
っ
て
？
」

お
な
ご
が
本
気
に
な
る
と
強
い

場習演18

世
の
中
を
か
え
る
に
は
、

に
ね
さ
す
「
ご
く
普
通
の
人
勾
」

立
ち
上
が
る
し
か
な
い

「
困
っ
た
な
や
ー
」
、
「
な
じ
ょ
す
っ
ぺ
？
」

去
年
の
春
頃
か
ら
、
お
な
ご
た
ち
が
寄
る
と

そ
う
い
う
会
話
に
な
る
の
だ
が
、
い
か
ん
せ
ん

「
ア
カ
」
と
い
う
言
葉
が
ま
だ
命
脈
を
保
ち
、
元

防
衛
庁
長
官
ん
の
影
も
色
濃
い
土
地
柄
で
、
国

の
や
る
こ
と
に
反
旗
を
翻
す
な
ん
て
自
殺
行
為

だ
。
も
ん
も
ん
と
し
た
思
い
を
抱
え
な
が
ら
、

七
月
を
迎
え
た
。

七
月
下
旬
、
「
王
城
寺
原
l

の
名
が
新
聞
の
一

面
ト
ッ
プ
の
見
出
し
に
。
も
う
我
慢
で
き
な

い
！
ど
う
す
る
？
声
を
上
げ
よ
う
。
よ
し
！

お
な
ご
が
本
気
に
な
る
と
強
い
。
「
声
を
上

王城寺原から

地
が域

「
大
政
翼
賛
会
」
と
言
わ
し
め
た
国
会
に
お
け
る

圧
倒
的
多
数
の
改
悪
賛
成
は
、
決
し
て
国
民
世
論

を
反
映
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
国
会
で
の
日
米

安
保
に
つ
い
て
議
論
は
、
具
体
的
な
検
討
で
は
な

く
、
米
軍
な
し
で
は
日
本
を
ま
も
れ
な
い
と
か
、

日
米
安
保
に
よ
っ
て
「
日
本
の
今
日
の
繁
栄
」
が
あ

る
、
と
言
う
程
度
の
も
の
だ
。

本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
、
検
証
が
必
要
だ
。

キ
ャ
ッ
チ
ピ
＇
ー
ス
紙
上
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
在
日
米
軍
は
日
本
を
守
っ
て
い
る
わ
け
で

市
民
か
ら
安
全
保
障
の
論
議
を

特
措
法
改
悪
に
な
ら
っ
て
、
沖
縄
か
ら
全
国

5
ヵ
所
へ
の
演
習
地
へ
の
実
弾
砲
撃
演
習
の
移
転

に
つ
い
て
も
、
日
本
政
府
は
移
転
通
告
に
よ
っ
て

自
治
体
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い

る。
こ
の
よ
う
な
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
「
米
軍
を

憲
法
よ
り
重
視
し
て
い
る
」
と
の
土
井
た
か
子
杜

民
党
委
員
長
の
発
言
を
引
用
す
る
ま
で
も
な
く
、

日
本
で
は
日
米
安
保
が
超
法
規
的
に
機
能
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
憲
法
の
番
人
で
あ
る
最

高
裁
す
ら
日
米
安
保
に
絡
む
判
断
を
避
け
て
き
た
。

今
回
の
国
会
に
お
け
る
特
措
法
改
悪
で
、
多
く

の
沖
縄
県
民
は
日
本
政
府
、
最
高
裁
、
国
会
の
い
ず

れ
も
沖
縄
で
広
大
な
米
軍
基
地
を
存
続
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
に
強
い
沖
縄
差
別
を
感
じ
て
い

る。

大
内
直
子
（
葦
の
会
）

沖
縄
で
は
、
1

1

0

一
五
年
ま
で
に
米
軍
基
地
の

沖
縄
で
進
む
自
立
へ
の
胎
動

は
な
い
。
日
本
の
防
衛
予
算
は
世
界
で
も
有
数
の

も
の
に
な
っ
て
お
り
、
自
衛
隊
の
装
備
は
東
ア
ジ

ア
で
群
を
抜
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
安
全
保
障

の
再
検
討
を
市
民
や
運
動
の
側
か
ら
提
起
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
日
米
安
保
の
一
方
の
当
事
者
で
あ

る
米
国
で
は
、
米
軍
の
予
算
や
規
模
に
つ
い
て
、
国

民
は
連
邦
議
会
や
大
統
領
を
通
し
て
間
接
的
に
強

力
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
防
総
省

は
、
米
軍
の
軍
事
行
動
や
規
模
に
つ
い
て
議
会
に

報
告
す
る
が
、
議
会
も
必
要
な
時
に
軍
関
係
者
か

ら
証
言
や
報
告
を
求
め
る
。
こ
れ
ら
の
証
言
や
報
告

は
二
i
三
週
間
以
内
に
公
表
さ
れ
る
。
米
国
民
の

同
意
が
な
け
れ
ば
米
軍
は
動
け
な
く
な
る
と
い
え

よ
う
。だ
か
ら
、
米
軍
高
官
は
在
日
米
軍
、
海
兵
隊
の
日

本
駐
留
の
理
由
に
つ
い
て
、
駐
留
の
目
的
が
日
本

の
防
衛
で
は
な
く
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
国
の
国
益

を
守
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
述
べ
る
。
米
国

民
が
在
日
米
軍
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
で
き
る

の
に
、
「
思
い
や
り
予
算
，
一
を
含
め
六
千
億
円
も
の

国
民
の
税
金
を
在
日
米
軍
に
毎
年
投
じ
て
い
る
日

本
政
府
が
在
日
米
軍
に
何
も
言
え
な
い
現
状
は
問

題
だ
。
日
本
国
民
の
側
か
ら
も
在
日
米
軍
に
つ
い

て
選
択
肢
の
あ
る
論
議
を
起
こ
す
べ
き
だ
。
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今
．

↑
に
し
た
か
ら
ね
！
」

男
た
ち
に
も
通
告
し
て
、
早
速
作

会
議
。
そ
れ
ま
で
は
、
こ
ん
な
こ
と
に
手

だ
し
す
る
な
と
、
身
を
案
じ
て
忠
告
し
て
く
れ

て
た
男
た
ち
は
、
あ
う
ん
の
呼
吸
で
最
も
信
頼

の
お
け
る
ブ
レ
ー
ン
に
変
身
。
こ
う
し
て
、
私
．

た
ち
の
反
対
運
動
が
産
声
を
上
げ
た
。

八
月
。
い
ろ
ん
な
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
け

ど
、
と
も
か
く
地
元
三
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
に
は

ん
た
い
の
総
決
起
大
会
を
開
い
た
。
お
も
し
ろ

か
っ
た
の
は
、
新
聞
に
出
た
自
民
党
県
連
の
コ

メ
ン
ト
の
中
の
、
「
地
元
の
反
対
運
動
が
、
住
民

反対運動のチラシから

，
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全
廃
を
め
ざ
す
「
基
地
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
米
軍
基
地
跡
地
を
利
用
す
る
「
国
際
都
市
形
成

構
想
」
が
具
体
的
に
動
き
始
め
て
い
る
。
沖
縄
県
は

国
か
ら
沖
縄
振
興
策
と
し
て
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

強
制
使
用
問
題
に
関
連
し
て
県
民
感
情
を
な
だ

め
る
た
め
に
、
主
要
閣
僚
の
口
か
ら
沖
縄
県
の
計

画
し
て
い
る
幾
つ
も
の
施
策
が
肯
定
的
に
語
ら
れ

た
。
特
措
法
の
国
会
質
疑
の
な
か
で
も
、
特
措
法
改

悪
を
肯
定
す
る
質
疑
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
沖
縄
振

興
策
の
強
化
を
口
に
し
て
い
た
。
皮
肉
な
こ
と
だ

が
、
沖
縄
振
興
策
が
成
功
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
沖

縄
県
民
に
と
っ
て
米
軍
基
地
が
い
ら
な
く
な
る
。

沖
縄
県
が
展
望
し
て
い
る
二
十
一
世
紀
の
沖
縄

像
は
米
軍
基
地
の
な
い
ア
ジ
ア
や
世
界
に
開
か
れ

た
沖
縄
で
あ
る
。
米
軍
基
地
を
な
く
し
て
広
大
な

基
地
跡
地
を
利
用
し
な
が
ら
平
和
で
住
み
よ
い
沖

縄
を
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
米
軍
駐
留
は
も
う
い
ら
な
い

の
だ
と
い
う
こ
と
を
共
通
の
認
識
に
す
る
こ
と
を

粘
り
強
く
取
り
組
み
続
け
た
い
。

月刊キャッチ
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． 
月刊キャッチピース No.52 1997.4.20 1988年6月18日第三種郵便物認可（通巻131号） 8

 



．
 
．
 

2

運
動
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
」
と
い
う
＜

？
た
り
。
私
た
ち
の
「
住
民
運
動
」
は
、
こ
ぶ
し

．
 

~
を
振
り
上
げ
て
シ
ュ
プ
レ
ビ
コ
ー
ル
を
す
る
で

一
も
な
く
、
デ
モ
や
抗
議
行
動
も
な
く
、
「
エ
ス
カ

．
 

~
レ
ー
ト
」
と
評
価
で
き
る
よ
う
な
大
し
た
運
動

．
 

・
は
名
に
も
や
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
本
気
で

．
 

＂
や
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
「
本
気
で
」
反
対
し
て
る

．
 

・
や
つ
ら
が
一
番
怖
い
と
い
う
こ
と
を
、
「
本
気

．
 
．
 

•
で
」
推
進
し
て
い
る
人
質
は
、
さ
す
が
に
よ
く

．
 

•
わ
か
っ
て
い
る
と
、
お
か
し
か
っ
た
。

．
 

・
総
決
起
大
会
以
降
、
住
民
サ
イ
ド
で
は
い
ろ

．
 
．
 

＂
い
ろ
動
き
を
作
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
「
ど
う
せ

下
来
ん
だ
べ
」
と
い
う
の
が
、
町
長
の
立
場
を
熟

一
知
す
る
町
民
の
、
偽
ら
ざ
る
気
分
だ
っ
た
と
思

．
 
゜

•
入
ノ．
 
．
 
．
 
．
 

＂
沖
縄
の
女
性
の
話
を
聞
こ
う

．
 
．
 
．
 

＂
＋
‘
一
月
、
「
町
内
に
反
対
の
声
は
聞
か
れ
な

．
 

~
い
」
と
い
う
行
政
サ
イ
ド
か
ら
の
発
言
に
、
私

~
た
ち
は
、
今
必
要
な
の
は
何
な
の
か
考
え
た
。

．
 

•
こ
の
問
題
の
発
端
は
、
「
私
た
ち
に
と
っ
て
は
」

．
 

[
沖
縄
で
あ
る
。
で
も
そ
れ
を
も
っ
と
た
ど
れ

：
ば
、
沖
縄
に
莫
大
な
犠
牲
を
押
し
つ
け
て
き
た

．
 
．
 
私
た
ち
の
問
題
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
も
、
い
ろ

．
 

•
い
ろ
な
こ
と
を
知
ら
な
す
ぎ
た
。
沖
縄
の
女
性

．
 
．
 
．
 
の
話
を
聞
く
こ
と
か
ら
し
か
始
ま
ら
な
い
ん

．
 
．
 
．
 
．
 

• 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

：
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
か
、
だ
。
そ
れ
を
伝
え
る

．
 

~
の
は
ロ
コ
ミ
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
の
が
ミ

・
ニ
コ
ミ
や
講
演
記
録
だ
C

．
 
．
 

~
講
演
記
録
を
作
ろ
う
。
そ
れ
も
、
う
ん
と
読

．
 

•
み
や
す
い
の
を
要
点
を
外
さ
ず
、
雰
囲
気
を
残

．
 
．
 
し
な
が
ら
無
駄
を
省
き
、
小
見
出
し
を
た
く
さ

．
 
．
 

＂
ん
つ
け
る
。
作
業
は
一
カ
月
以
上
か
か
っ
た
。

．
 
．
 

• 
~
日
出
生
台
と
手
を
つ
な
ぐ

．
 
．
 
．
 

~
年
明
け
て
、
二
月
。
講
演
記
録
づ
く
り
で
も

．
 

＂
た
も
た
し
て
い
る
う
ち
に
、
町
内
の
雰
囲
気
は

？
尖
わ
っ
て
い
た
。
「
国
の
決
め
た
事
だ
か
ら
、

．
 

一
し
ょ
う
が
な
い
」
防
衛
施
設
庁
の
い
う
こ
と
が

2
閲
違
っ
て
い
る
と
か
い
な
い
と
か
、
そ
ん
な
次

？
冗
の
問
題
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
有
無
を
い
わ

~
せ
ず
国
の
圧
力
の
下
に
黙
ら
せ
る
。
い
つ
ま
で

＂
反
対
し
て
る
ん
だ
？
そ
ん
な
空
気
が
作
ら
れ
つ

．
 

・
つ
あ
っ
た
。

．
 

~
講
演
記
録
を
読
ん
だ
人
は
、
確
信
を
持
っ
て

．
 

＂
反
対
で
き
る
。
で
も
読
ん
で
な
い
人
の
ほ
う
が

？
比
倒
的
に
多
い
。
ど
う
し
よ
う
？

．
 

＂
そ
の
時
ひ
ら
め
い
た
の
が
、
同
じ
移
転
候
補

？
地
と
し
て
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
日
出
台
だ
っ

i
た
。
王
城
寺
原
だ
け
で
は
な
い
。
ど
の
候
補
地

？
た
っ
て
、
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
「
ご
く
普
通

．
 

＂
の
人
」
が
、
「
生
活
を
守
る
」
た
め
に
一
所
懸
命

．
 
．
 

じ
ゃ
な
い
か
。

講
演
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
「
反
対
の

声
は
聞
か
れ
な
い
」
と
い
う
町
内
世
論
操
作
に

ど
う
や
っ
て
対
抗
す
る
か
。
「
私
は
反
対
し
て

ま
す
」
と
い
う
個
人
名
を
あ
げ
る
し
か
な
い
。

で
も
こ
の
ム
ラ
社
会
で
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き

る
わ
け
が
な
い
。

ど
う
し
よ
う
？

い
ろ
い
ろ
考
え
た
末
に
、
講
演
会
の
「
賛
同

人
」
と
し
て
、
チ
ラ
シ
に
た
く
さ
ん
の
名
前
を

連
ね
よ
う
。
と
な
っ
た
。
「
米
軍
反
対
」
じ
ゃ

ち
ょ
っ
と
キ
ツ
イ
け
ど
、
講
演
会
に
賛
同
す
る

く
ら
い
な
ら
、
そ
ん
な
に
差
し
障
り
は
な
い
だ

ろ
う
。
た
ぶ
ん
圧
力
だ
っ
て
か
け
に
く
い
。
町

や
議
会
で
は
、
一
応
反
対
し
て
る
の
だ
か
ら
。

一
人
の
「
精
神
的
負
担
」
を
で
き
る
だ
け
軽
く

す
る
た
め
に
も
、
た
く
さ
ん
の
名
前
を
あ
げ
る

に
限
る
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
せ
る
人

が
、
ど
れ
く
ら
い
い
る
か
な
。

先
立
ち
に
な
っ
て
名
前
を
出
す
こ
と
を
承
諾

し
て
く
れ
た
の
が
、
戦
後
の
「
進
駐
軍
」
時
代

を
経
験
し
た
女
性
た
ち
だ
っ
た
。
時
代
が
ど
ん

な
に
変
化
し
て
、
豊
か
に
、
体
裁
よ
く
な
ろ
う

と
も
、
軍
隊
の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
を
、

恐
怖
と
し
て
体
の
ど
こ
か
で
記
憶
し
て
い
る
人

た
ち
だ
。

や
っ
て
い
る
。
決
し
て
王
城
寺
原
は
、
孤
立
し

て
い
な
い
。
胸
を
張
っ
て
「
反
対
」
と
い
っ
て

い
い
ん
だ
。
そ
う
い
う
思
い
を
込
め
て
、
「
王
城

寺
原
と
日
生
台
が
手
を
つ
な
ぐ
タ
ベ
』
を
企
画

し
た
。町
内
の
空
気
を
反
映
し
、
公
的
団
体
の
長
は

呼
び
か
け
人
に
な
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
さ

あ
ど
う
し
よ
う
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
況
の
中

で
ひ
ら
め
い
た
最
後
の
切
り
札
は
、
「
女
性
」

だ
っ
た
。

町
内
の
政
治
シ
ー
ン
の
中
で
、
女
は
ま
る
っ

き
り
相
手
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
部
落
の
寄

り
合
い
に
出
て
も
、
旦
那
殿
の
代
理
で
し
か
な

ヽ9

0
し

で
も
男
た
ち
は
今
、
狭
い
世
間
の
し
が
ら
み

の
中
で
、
身
動
き
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
今

こ
そ
、
こ
れ
ま
で
相
手
に
さ
れ
ず
、
そ
の
分
、

し
が
ら
み
か
ら
自
由
な
女
た
ち
が
、
声
を
上
げ

ょ
、
つ
よ
9
・

ひ
と
つ
ひ
と
つ
石
垣
を
積
ん
で

熱
い
思
い
を
込
め
た
文
書
を
作
り
、
手
分
け

し
て
呼
び
か
け
人
を
募
っ
た
。
二

0
人
か
五
0

入
か
、
百
人
い
け
ば
万
歳
だ
。
祈
る
思
い
で
三

日
間
、
な
ん
と
一
一
三
五
名
の
名
前
が
集
ま
っ

こ。f
 

誰
か
が
名
前
を
出
せ
ば
、
あ
と
は
そ
う
難
し

く
な
い
。
誰
だ
っ
て
、
本
音
は
反
対
な
ん
だ
も

の。
田
舎
町
で
は
前
代
未
聞
の
試
み
に
、
な
ん
と

ニ
四
五
人
も
の
人
が
応
じ
て
く
れ
た
。

作
っ
た
チ
ラ
シ
を
新
聞
折
り
込
み
に
入
れ

て
、
全
戸
に
い
き
わ
た
っ
た
。
講
演
会
の
賛
同

者
で
あ
ろ
う
と
も
、
中
身
は
米
軍
反
対
で
あ
る

こ
と
は
、
解
説
し
な
く
た
っ
て
わ
か
る
。
町
当

局
だ
け
で
な
く
、
誰
の
目
に
も
触
れ
た
と
い
う

の
が
よ
か
っ
た
。
議
員
に
と
っ
て
、
贄
同
者
の

名
前
は
票
そ
の
も
の
。
十
二
月
の
議
会
は
、
反

対
の
姿
勢
を
崩
す
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。

沖
縄
の
源
啓
美
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
た
人
た

ち
は
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
衝
撃
を
受
け
て

帰
っ
た
と
思
う
。
聞
く
前
と
聞
い
た
あ
と
で

は
、
天
と
地
の
差
。
問
題
は
、
こ
れ
を
い
か
に

聞
か
な
か
っ
た
人
に
伝
え
る
か
、
で
あ
る
。

「
ロ
コ
ミ
が
、
一
番
大
事
な
ん
で
す
」
講
演
会

の
終
り
の
挨
拶
で
、
会
場
の
人
た
ち
に
訴
え

た
。
今
日
の
話
を
、
一
人
で
も
多
く
の
人
た
ち

に
伝
え
て
欲
し
い
。
知
る
こ
と
が
、
私
た
ち
に

と
っ
て
は
最
大
の
武
器
だ
。
重
要
な
の
は
、
マ

ス
コ
ミ
で
何
が
報
道
さ
れ
た
か
よ
り
も
、
何
が

再
び
新
聞
折
込
み
で
全
戸
に
チ
ラ
シ
を
入
れ

た
。
女
ど
も
が
、
わ
け
も
分
か
ら
ず
反
対
し
て

る
、
と
も
言
わ
れ
た
。
で
も
、
声
高
に
物
を
い

わ
ぬ
多
く
の
町
民
が
、
分
か
っ
て
い
た
と
思

う
。
こ
の
土
地
で
、
こ
れ
だ
け
の
「
お
な
ご
た

ち
」
が
、
政
治
の
問
題
で
名
前
を
さ
ら
し
た
こ

と
の
重
み
を
。

以
心
伝
心
。
日
生
台
か
ら
は
、
な
ん
と
自
費

で
八
人
も
の
人
が
来
て
く
れ
、
三
日
間
の
交
流

は
様
々
な
果
実
を
も
た
ら
し
た
。

世
の
中
、
狂
っ
て
る
。
そ
う
い
う
し
か
な
い

こ
と
が
多
す
ぎ
る
。
そ
の
狂
っ
た
世
の
中
を
変

え
て
い
く
も
の
は
何
？
地
域
に
ね
ざ
す
「
ご
く

普
通
の
人
々
」
が
立
ち
上
が
る
し
か
な
い
よ
。

一
っ
―
つ
石
垣
を
積
む
よ
う
な
作
業
。
迂
遠
な

よ
う
だ
け
ど
、
そ
れ
が
持
つ
底
力
を
、
私
は
信

じ
て
い
る
。

（
付
記
。
本
日
四
月
二
十
日
、
防
衛
庁
長
官
米

県
。
「
国
の
責
任
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
」
「
や

む
を
え
な
い
」
°
予
定
通
り
だ
ろ
う
。
国
の
シ
ナ

リ
オ
は
こ
ん
な
も
ん
だ
。
さ
あ
今
度
は
私
た
ち

の
、
本
気
で
お
も
し
ろ
い
芝
居
が
始
ま
る
。
）

葦
の
会
連
絡
先
●

0
ニ
ニ
九
（
六
五
）
四

三
八
三
（
大
内
）

ロ
コ
ミ
が
一
番
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原
資
料
も
見
ず
に
「
安
全
」
報
道

る。

「
も
し
我
内
が
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
を
戦
車
に
装
填
し
た
ら
、
そ
れ
は
即
ち
、
化
学
・
核
戦
争
も
道

徳
的
に
は
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
」
（
フ
ラ
ン
ス
軍
ガ
ロ
ワ
大
将
、

L
e

M
9
d
e
 Dip
l

o

m

a

tiq
ue
誌
A
p
r
il
1
9
9
5
)
 

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
は
ど
こ
へ
消
え
て
し
ま
っ
た

の
か
？
も
ち
ろ
ん
日
本
か
ら
撤
去
さ
れ
た
訳

で
は
な
い
。
米
軍
か
確
認
し
て
い
る
だ
け
で
、

岩
国
、
嘉
手
納
に
貯
蔵
さ
れ
、
そ
れ
に
横
須
賀

を
母
港
と
す
る
米
艦
船
は
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
を
積

ん
で
い
る
。
政
府
も
「
撤
去
を
求
め
る
考
え
は

な
い
」
と
の
こ
と
だ
か
ら
、
こ
の
「
準
核
兵
器
」

が
多
数
日
本
に
存
在
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

姿
を
消
し
た
の
は
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
か
ら
だ

け
で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
と
言
え
ば
、
劣
化
ウ
ラ

ン
弾
の
報
道
の
初
期
の
段
階
で
こ
ん
な
こ
と
が

化
ウ
ラ
ン
被
曝
が
、
戦
争
後
の
数
十
年
後
に
お

い
て
肺
癌
の
危
険
を
幾
分
増
大
さ
せ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
可
能
性
は
存
在
す
る
。
」
（
第
4
章

湾
岸
戦
争
で
の
危
険
要
因
）
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
を
圧
倒
す
る
市
民
H
P

こ
れ
ほ
ど
の
問
題
が
簡
単
に
忘
却
さ
れ
て
し

ま
う
の
は
国
民
性
も
あ
る
が
、
そ
も
情
報
が
流

通
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
マ
ス
コ
ミ
も
前
述
の

よ
う
に
大
甘
の
報
道
姿
勢
。
漫
然
と
情
報
を
待

つ
だ
け
で
は
事
の
重
要
性
は
分
か
ら
な
い
。
し

か
し
一
転
世
界
に
眼
を
向
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
い
探
索
す
る
と
全
く
事
情
は
違
っ
て
く

る
。
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
―
つ
取
っ
て
見
て
も
、
い

か
に
日
本
が
い
ま
だ
情
報
鎖
国
状
態
に
置
か
れ

て
い
る
か
が
分
か
る
。

前
回
の
通
信
で
紹
介
し
た
サ
イ
ト
は
省
く
。

前
回
漏
ら
し
て
し
ま
っ
た
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
関
係

の
重
要
サ
イ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
が
2

つ
あ

る
。
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
だ
け
に
特
化
し
た
サ
イ
ト

が
あ
る
事
で
も
問
題
の
深
刻
さ
が
分
か
る
。

ht
t
p
:
/
 /
a
n
t
e
n
n
a
.
n
l
F
wi
s
e
/
w
u
pdlit
h
tml
こ
れ

は
オ
ラ
ン
ダ
に
本
部
を
置

vW
o
r
l
d
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r
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W
I
S
E
)

が

作
っ
て
い
て
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
文
献
や
研
究

所
、
民
間
団
体
の
連
絡
先
等
が
網
羅
さ
れ
て
い

国
際
条
約
で
禁
止

さ
れ
る
べ
き

「
放
射
能
兵
器
」

あ
っ
た
。
あ
る
全
国
紙
が
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾

「
誤
射
」
事
件
を
報
道
す
る
紙
面
の
「
埋
め
草
」

と
し
て
、
「
湾
岸
戦
争
症
候
群
の
原
因
と
し
て

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
は
否
定
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う

記
事
を
載
せ
た
。
根
拠
は
、
大
統
領
諮
問
委
員

会
の
湾
岸
症
候
群
最
終
報
告
害
（
前
回
の
こ
の

通
信
参
照
）
だ
と
い
う
。

湾
岸
症
候
群
の
原
因
に
関
し
て
こ
こ
ま
で
明

白
な
記
述
が
登
場
し
た
こ
と
に
驚
い
て
、
私
は

こ
の
新
聞
社
に
電
話
で
確
認
を
し
た
。
「
最
終

報
告
書
の
ど
こ
に
そ
う
い
う
記
述
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
」
と
い
う
私
の
問
い
に
、
「
読
者

相
談
室
」
の
担
当
者
は
私
の
無
知
を
笑
い
な
が

ら
こ
う
答
え
た
。
「
い
や
i
あ
な
た
、
こ
う
い
う

も
う
―
つ
は
湾
岸
戦
争
症
候
群
で
苦
し
む
元

兵
士
た
ち
を
支
援
し
、
情
報
交
換
を
行
な
う
た

め
に
作
ら
れ
た
National
G
u
l
f
 W
a
r
 Re
s
o
u
r
c
e
 

C
e
n
t
e
r
の
作
っ
た
h
三
P
又

＼

w
w
w
.
g
u
l
f
w
c
b
.
o
r
g
/

だ
。
「
症
候
群
」
の
原
因
の
一
っ
と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
い
る
の
が
、
あ
の
戦
争
で
初
め
て
戦
場
で

使
わ
れ
た
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
だ
っ
た
訳
だ
か
ら
、

資
料
と
し
て
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
問
題
を
扱
っ
た
文

献
が
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
直
接
こ
こ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
他
の
湾
岸

戦
争
に
関
す
る
資
料
も
豊
富
で
、
湾
岸
戦
争
は

過
去
の
事
と
片
付
け
て
し
ま
う
事
を
許
さ
な

い
。
と
言
う
よ
り
、
戦
争
か
ら
6
年
が
経
過
し

て
、
よ
う
や
く
湾
岸
戦
争
を
客
観
的
に
研
究
で

き
る
資
料
が
表
れ
始
め
た
こ
と
が
実
感
で
き
る

ペ
ー
ジ
だ
。
実
は
こ
の
サ
イ
ト
、
全
米
の
ア
ク

セ
ス
頻
度
上
位
5

％
に
入
る
「
人
気
」
ペ
ー
ジ

な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
は
湾
岸
症
候

群
で
苦
し
む
人
た
ち
が
い
か
に
多
い
か
を
物

語
っ
て
い
る
（
国
防
総
省
は

9
万
人
程
度
と
し

て
い
る
）
。
前
回
書
い
た
よ
う
に
ペ
ン
タ
ゴ
ン

も
「
症
候
群
」
の
情
報
・
資
料
を
掲
載
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
が

信
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
表
し
て
い
る
。
誰

で
も
こ
の
2
つ
の
サ
イ
ト
を
自
宅
か
ら
訪
問
し

て
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
驚
い
た
事
に
、

記
事
は
報
告
書
ま
で
読
ん
で
な
い
ん
で
す
よ
。

米
領
事
館
に
で
も
電
話
し
て
ま
と
め
た
ん
で

し
ょ
う
。
・
・
え
っ
？
明
確
に
は
否
定
さ
れ
て

な
い
？
紙
面
に
対
す
る
御
意
見
と
し
て
承
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
」
。

確
か
に
え
ら
く
長
い
報
告
書
だ
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
文
書
に

検
索
を
か
け
れ
ば
数
秒
で
該
当
箇
所
に
た
ど
り

着
け
る
。
そ
の
手
間
を
惜
し
ん
だ
新
聞
記
者

と
、
こ
の
記
事
を
見
て
誤
解
さ
れ
て
い
る
方
の

た
め
に
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
問
題
の
結
論
か
ら
少

し
引
用
し
て
お
こ
う
。
「
ウ
ラ
ン
は
潜
在
的
な

発
ガ
ン
物
質
で
あ
る
か
ら
、
湾
岸
戦
争
時
の
劣

す
べ
て
の
資
料
を
持
ち
、
日
本
の
5
倍
の
軍
事

費
を
使
え
る
世
界
一
資
金
豊
富
な
大
組
織
が
、

カ
ン
パ
だ
け
で
賄
わ
れ
る
一
民
間
組
織
の
作
る

サ
イ
ト
に
太
刀
打
ち
で
き
て
い
な
い
！

昨
年
か
ら
ペ
ン
タ
ゴ
ン
は
、
湾
岸
症
候
群
に

つ
い
て
こ
れ
ま
で
嘘
を
つ
い
て
い
た
こ
と
を

次
々
と
認
め
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
日

本
の
動
燃
や
厚
生
省
の
よ
う
な
こ
の
醜
態
の
理

由
の
一
っ
は
、
民
間
組
織
が
こ
の
よ
う
に
イ
ン

タ
ー
i
ネ
ッ
ト
上
で
情
報
を
公
開
し
、
さ
ら
に
そ

れ
に
湾
岸
戦
争
退
役
兵
士
た
ち
が
自
ら
の
証
言

を
書
き
込
み
始
め
た
か
ら
だ
。
彼
ら
の
証
言
で

は
、
パ
ウ
エ
ル
参
謀
本
部
議
長
や
シ
ュ
ワ
ル
ツ

コ
プ
フ
司
令
官
と
い
う
湾
岸
戦
争
の
英
雄
も
、

オ
レ
ン
ジ
友
部
並
み
の
詐
欺
師
に
す
ぎ
な
い
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
も
気
持
ち
と
し
て
は
、
こ
こ
の

サ
ー
バ
ー
に
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
を
ぶ
ち
込
ん
で
破

壊
し
た
い
だ
ろ
う
が
、
実
際
に
は
次
々
と
事
実

を
暴
露
さ
れ
て
無
限
後
退
を
続
け
て
い
く
事
に

な
る
の
は
間
違
い
な
い
。
真
実
の
重
み
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
恐
る
べ
き
平
等
性
が
民
間
人
の

圧
勝
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
の
平

和
運
動
に
も
教
訓
的
だ
。
ま
さ
に
ペ
ン
は
剣
よ

り
も
強
く
、
パ
ソ
コ
ン
は
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
よ
り

も
強
い
。

青木雅彦

-
3
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兵
士
も
危
険
を
知
ら
さ
れ
ず

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
に
話
を
戻
そ
う
。
日
本
政
府

や
マ
ス
コ
ミ
が
そ
の
貯
蔵
と
使
用
が
明
ら
か
に

な
っ
て
か
ら
も
「
無
関
心
」
で
い
る
の
は
、
こ

れ
が
「
通
常
」
兵
器
と
分
類
さ
れ
て
い
る
か
ら

だ
。
し
か
し
米
国
の
市
民
団
体
「
軍
用
有
毒
物

質
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
劣
化
ウ
ラ
ン
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
報
告
書
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ

の
化
学
的
毒
性
、
放
射
性
物
質
と
し
て
の
特
性

か
ら
、
そ
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
の
は
適
当
で

は
な
い
。
そ
の
被
害
が
敵
の
軍
人
だ
け
で
な

く
、
味
方
の
兵
士
（
湾
岸
戦
争
の
よ
う
に
）
、
さ

ら
に
は
周
辺
の
民
間
人
に
ま
で
非
常
に
長
期
に

わ
た
る
健
康
・
環
境
へ
の
影
響
を
与
え
る
こ
と

を
考
慮
し
、
さ
ら
に
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
工
場
周
辺

の
汚
染
な
ど
を
考
え
る
と
、
全
面
的
に
使
用
が

禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
同
報
告
は
指
摘
す

る
。
「
酸
化
ウ
ラ
ン
が
含
ま
れ
た
エ
ア
ロ
ゾ
ル

は
風
下
を
汚
染
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
劣
化
ウ

ラ
ン
微
粒
子
も
攻
撃
を
受
け
た
戦
車
の
回
り
の

上
壌
を
汚
染
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
（
同
報
告

が
引
用
す
る
陸
軍
環
境
政
策
局
の
秘
密
報
告
）
。

土
壌
汚
染
は
除
去
す
る
に
も
と
て
つ
も
な
い
コ

ス
ト
が
か
か
る
。
人
体
の
汚
染
は
取
り
返
し
が

つ
か
な
い
。

ち
ょ
う
ど
日
本
人
（
外
務
大
臣
も
含
め
て
）

が
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
危
険
性
を
知
ら
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
兵
士
た
ち
も

そ
の
危
険
性
を
知
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
陸
軍

の
「
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
湾

岸
戦
争
以
前
に
存
在
し
て
い
た
が
、
戦
争
に
参

加
し
た
大
隊
の
広
報
担
当
官
で
す
ら
、
戦
争
後

―
一
年
を
経
て

G
A
0
(会
計
監
査
院
）
の
指
摘

で
こ
の
文
害
の
存
在
に
気
づ
い
た
ほ
ど
で
あ
る

(
G
A
0文
書
「
陸
軍
は
劣
化
ウ
ラ
ン
汚
染
に

十
分
に
対
処
す
る
準
備
が
な
か
っ
た
」
九
三
年

一
月
に
よ
る
）
。
海
軍
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
（
フ
ァ

ラ
ン
ク
ス
）
を
取
り
扱
っ
て
い
た
元
兵
士
も
、

そ
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
海
兵
隊
の

烏
島
で
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
訓
練
が
意
図
的
な
も

の
だ
っ
た
と
し
て
も
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
達
自
ら
ど

の
よ
う
な
危
険
な
行
為
を
し
て
い
る
の
か
気
づ

い
た
可
能
性
は
薄
い
。

前
述
の
陸
軍
秘
密
報
告
に
よ
る
と
、
劣
化
ウ

ラ
ン
弾
の
製
造
、
貯
蔵
、
訓
練
に
関
わ
る
施
設

は
五

0
以
上
（
た
ぶ
ん
米
国
内
だ
け
で
）
。
し
か

も
陸
軍
は
た
だ
―
つ
の
射
爆
場
も
完
全
に
汚
染

を
除
去
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、

「
原
子
力
規
制
委
員
会
は
埋
設
の
方
法
に
制
約

を
課
す
こ
と
な
く
、
陸
軍
が
劣
化
ウ
ラ
ン
を
地

中
に
埋
め
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
」
と
い
う
。

．
 
．
 

．
 

．
 

．
 

・

運

送

業

者

に

よ

る

運

搬

（

ほ

と

ん

ど

の

場

合

、

通

常

．
 ．
 

．
 

・
弾
棄
は
日
本
の
業
者
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
い
る
）
•

．
 

．
 

＂

に

つ

い

て

は

、

「

米

軍

の

火

薬

類

運

搬

上

の

処

置

」

．
 ．
 

＂
と
こ
ろ
で
、
二
月
十
五
日
の
衆
議
院
科
学
技
術
(
-
九
六

0
年
十
二
月
・
日
米
合
同
委
員
会
で
の
合
．

＂
委
員
会
で
、
辻
本
清
美
議
員
（
杜
民
）
が
「
劣
化
ウ
意
）
が
あ
り
、
国
内
法
の
「
火
薬
類
取
締
法
」
と
異
・

＂
ラ
ン
の
日
本
国
内
で
の
使
用
許
可
申
請
を
米
軍
に
な
っ
た
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
い

．

．

 

．
 求
め
な
い
の
か
」
と
質
問
し
た
の
に
対
し
て
梅
本

．

．

 

• 
°
和
義
・
外
務
省
日
米
安
保
課
長
は
「
日
米
地
位
協
定
「
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
」
に
関
し
て
は
「
国
内
法
の
適
〇

．
 

＂
上
、
接
受
国
（
日
本
）
の
同
意
に
よ
る
米
軍
駐
留
の
用
を
除
外
す
る
」
日
米
取
り
決
め
は
存
在
し
な
い
。
•

．
 

・
場
合
、
国
内
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
一
と
答
く
り
か
え
す
が
、
特
別
の
と
り
き
め
な
が
な
け
れ
い

．
 

●
え
た
。
だ
が
そ
れ
は
ウ
ソ
だ
。
ば
、
国
内
法
適
用
。
そ
れ
が
筋
な
の
で
あ
る
。
劣
化
・

．

．

 

・
外
国
軍
隊
の
基
地
に
は
、
条
約
な
ど
で
除
外
さ
ウ
ラ
ン
の
貯
蔵
を
認
め
た
政
府
の
姿
勢
は
許
し
が
・

．

．

 

•
れ
て
い
な
い
限
り
国
内
法
が
適
用
さ
れ
る
、
と
い
た
い
が
、
二
重
に
許
せ
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
法
・

．
 

•
う
の
が
実
は
国
際
法
の
原
則
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
的
措
置
を
一
切
行
わ
ず
、
す
べ
て
「
米
軍
ま
か
せ
」
．
 ．
 

し
そ
、
日
米
地
位
協
定
に
も
と
づ
い
て
、
四
0
以
上
も
に
し
て
、
基
地
周
辺
住
民
の
安
全
や
環
境
を
守
る
・

．

．

 

●
の
「
特
例
法
」
が
定
め
ら
れ
、
日
米
合
同
委
員
会
で
責
任
を
放
棄
し
て
い
る
こ
と
だ
。
「
安
保
地
位
協
定
」

．
 

．

．

 

•
は
、
国
内
法
と
異
な
る
数
多
く
の
取
り
決
め
が
積
の
不
公
正
な
運
用
が
、
こ
こ
で
も
市
民
の
「
安
全
保
・

．

．

 

•
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
実
際
、
通
常
弾
薬
のH
本
の
障
」
を
脅
か
し
て
い
る
。
◆
・

．

．

 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 急
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

こ
れ
は
汚
染
の
除
去
に
は
途
方
も
な
い
費
用
が
が
ら
、
部
分
的
に
は
核
兵
器
並
の
秘
密
主
義
で

か
か
る
か
ら
だ
が
、
海
外
の
無
人
島
で
、
国
内
保
護
さ
れ
る
（
日
本
外
務
省
に
よ
る
と
米
国
は

以
上
の
安
全
性
に
対
す
る
配
慮
を
す
る
と
い
う
日
本
国
内
で
の
貯
蔵
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
の

こ
と
が
信
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
を
拒
ん
だ
と
い
う
）
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
危
険
性

を
調
査
す
る
に
は
、
市
民
の
独
立
し
た
監
視
委

員
会
（
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
よ
う
な
）
が
必
要
だ

と
も
主
張
し
て
い
る
。
日
本
で
は
一
層
そ
う

だ
。
外
務
省
は
米
政
府
よ
り
米
軍
寄
り
だ
か
ら

公
正
さ
は
全
く
期
待
で
き
な
い
。

た
と
え
情
報
隠
し
で
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
存
在

を
日
本
人
が
忘
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
危
険
性

前
述
の
「
劣
化
ウ
ラ
ン
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ーI

ク
」
は
、
劣
化
ウ
ラ
ン
を
含
む
す
べ
て
の
兵
器

の
使
用
を
禁
止
す
る
国
際
条
約
の
締
結
を
呼
び

か
け
る
。
同
時
に
、
通
常
兵
器
と
分
類
さ
れ
な

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
も
必
要

基
地
に
は
国
内
法
は
遍
用
さ
れ
な
い
？

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

．
 

]
国
内
葦
び
ら
見
尼

．
 

＂
劣
化
ワ
＝
ロ
ン
青
の

．
 

：
閾
題
摩

．
 
．
 
．
 

＂

田

巻

一

彦

●

編

集

部

．
 
．
 
．
 

・
日
本
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
劣
化
ウ
ラ
ン
弾

．
 
．
 
．
 

＂
劣
化
ウ
ラ
ン
は
、
天
然
ウ
ラ
ン
を
核
兵
器
や
原

＂
子
炉
燃
料
と
し
て
使
う
た
め
に
、
核
分
裂
性
の
ウ

＂
ラ
ン

2
3
5

を
濃
縮
し
た
時
の
副
産
物
で
あ
る
。
だ

・
カ
ら
ウ
ラ
ン
2
3
5

の
比
率
は
天
然
ウ
ラ
ン
よ
り
低

.~ 
＂
い
。
「
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の

．
 

・
規
制
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
「
規
制
法
」
と
略
）
で

＂
は
劣
化
ウ
ラ
ン
は
「
核
燃
料
物
質
」
（
同
法
施
工
冷

＂
芭

5

条
）
と
し
て
規
制
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
「
規

＂
制
法
」
は
、
精
錬
加
工
、
再
処
理
、
廃
棄
、
使
用

．
 

•
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
核
燃
料
物
質
の
使
用
に

．
 

•
厳
し
い
条
件
を
付
け
て
い
る
。

．
 

9

「
規
制
法
」
第
五
二
条
に
よ
れ
ば
、
核
燃
料
物
質

●
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
内
閣
総
理
大
臣

．
 

＂
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
許
可

•
申
請
を
受
け
た
内
閣
総
理
大
臣
は
、
核
燃
料
物
質

．
 

＂
が
「
平
和
の
目
的
以
外
に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が

•
な
い
」
場
合
で
な
け
れ
ば
使
用
を
許
可
し
て
は
な

．
 

＂
ら
な
い
（
第

5
3

条
）
。
原
子
力
基
本
法
に
唱
わ
れ
た

＂
「
平
和
利
用
原
則
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
物
質

l

と

＂
し
て
の
劣
化
ウ
ラ
ン
は
、
国
内
法
で
「
合
法
」
で
は

＂
あ
る
が
、
そ
れ
を
兵
器
に
利
用
し
た
「
劣
化
ウ
ラ
ン

．
 

ー・

．
 
．
 

弾
」
は
、
日
本
国
内
に
存
在
し
て
は
な
ら
な
い
「
違

．
 ．
 
．
 

法

物

体

」

な

の

だ

。

。

．
 
．
 
．
 

貯
蔵
、
運
搬
は
法
的
空
白

．
 ．
 
．
 

「
規
制
法
l

で
は
、
核
燃
料
物
質
の
使
用
施
設
、
＂

防
護
措
置
、
運
搬
な
ど
に
厳
し
い
基
準
が
課
せ
ら
＂

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
核
燃
料
物
質
等
車
両
運
搬
＂

規
則
」
（
運
輸
省
令
）
は
、
核
燃
料
物
質
と
火
薬
類
＂

と
の
混
載
を
禁
止
し
て
い
る
（
第
6
条
第
2
項）
0

"

．
 

劣
化
ウ
ラ
ン
爆
薬
が
合
体
し
た
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
は
、
•．
 

こ
の
規
則
に
よ
れ
ば
、
車
両
で
運
搬
す
る
こ
と
は

．
 ．
 

で
き
な
い
。
劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器
は
、
「
発
射
」
な
い
●

．
 

し
「
使
用
」
さ
れ
る
前
に
、
そ
の
存
在
自
体
が
日
本
・

．
 

の
法
体
系
に
根
本
的
に
矛
盾
す
る
C

あ
っ
て
も
運
・

．
 

ん

で

も

な

ら

な

い

物

体

な

の

だ

。

・

．
 

仮
に
百
歩
も
二
百
歩
も
ゆ
ず
っ
て
、
日
本
政
府
・

．
 

の
よ
う
に
嘉
手
納
や
横
須
賀
や
岩
国
の
弾
薬
庫
に
・

．
 

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
を
貯
蔵
す
る
こ
と
を
容
認
し
た
と

．
 ．
 
．
 

し
て
も
。
貯
蔵
•
取
り
扱
い
・
運
搬
に
つ
い
て
は
、
•．
 

通
常
弾
薬
と
は
ち
が
っ
た
特
段
の
安
全
上
の
措
置
・

．
 

が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
明
白
だ
。
だ
．

が
、
政
府
は
、
横
須
賀
市
の
照
会
へ
の
回
答
の
中
＂

で
、
「
米
軍
規
則
に
も
と
づ
き
所
定
の
基
準
を
満
た
＂

し
た
特
定
の
弾
薬
に
お
い
て
、
当
該
施
設
並
び
に
＂

そ
の
周
辺
地
域
の
安
全
に
配
慮
を
払
い
、
厳
重
な
＂

管
理
基
準
を
遵
守
し
て
保
管
し
て
い
る
も
の
と
承
＂

知
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
一
方
、
「
弾
薬
の
取
り
扱
＂

．
 

い
に
つ
い
て
、
日
米
間
の
取
り
決
め
は
な
い
」
こ
と
．●

 

も
認
め
て
い
る
。
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
に
関
し
て
は
「
日
・

．
 

米
地
位
協
定
」
も
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
。
・

．
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..........................................● ● ● 
: O安保地位協定の見直しを！

・要請書から 米：:::~:：：•レしここ：
れたものでなく、米軍がかっ

てに線を引いたものです。日

米地位協定に基づく航空特例

法は、国内法である航空法に

〇紐として超低空飛行訓練の実 定められた最低安全高度（八

態解明をしてください！ 一条）、粗暴な操縦の禁止（八・

低空飛行訓練は、山間部で 五条）などの義務を除外して

行われるため、市町村役場で います。また日本政府は、「通

もその実状は十分に把握され 常の訓練を行うのは当然」

ていません。晨林業に従事す 「地位協定第五条に定められ

る人や登山者など、「現場」に た基地間の移動にあたる」と

近い場所からの目撃情報をで して容認しつづけているので

きるだけ収集し、飛行コース、 す。米国国内では、訓練Jレー

頻度、被害の有無などにつぃ 卜は公開され、安全高度など

て住民が持っている情報を整 厳しい基準にしたがうことが

理する方向で各県など自治体 義務づけられていることを考

と連携をとって訓練の実像を 慮すると、低空飛行による危

浮き彫りにする作業を行って 害を受けている住民と自治体．

ください。まず事実をつかむ を代表して地位協定の見直し

ことが先決です。 を求めるべきです。

●情報公開と国内法に基づく 〇日本における劣化ウラン禅の

チェックをし、低空飛行訓練中止 貯蔵、輸送、実射訓練の実態解明

の申し入れを をアメリカ政府に求めてくださ

・低空飛行の被害を日々受けて い。
いる市町村は、議会意見書ゃ 横須賀（浦郷弾薬庫）、岩

要請書の形で、重ねて貴職に 国、佐世保、秋月弾薬廠、嘉

対して訓練の中止を求めてし、 手納など貯蔵の疑いの濃い施

ることもアンケートで分かり 設に対して、自治体や政府に

ました。しかし、高知県本山町 よる立入調査を実施し、実態

の例に見られるように、その の究明を進めてください。

声を無視して訓練は続けられ ●上記0の上で、核燃料物質の
ているのです。このような状 平和利用原則に反する劣化ウラ

態が放置されていていいはず ン揮の撤去をアメリカ政府に求

がありません。日本政府は住 めてください。

民の安全と健康を守るために、 ●基地による人権侵害をなくす

ただちに米軍に全情報の開示 ためには、その多くを占めてい

を求めるとともに、日本の国 る海兵隊の日本からの撤退を進

内法令に照らして飛行実態を めることが不可避であり、アメ

精査し、適法でない飛行を禁 リカ政府との間で海兵隊削減の

止するよう米軍と交渉するべ 具体的な検討を開始してくださ

きですC い。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

97.3.25 
キャッチピース

． 

ー

米

軍

機

超

低

空

飛

行

訓

練

の

実

態

を

調

は

依

然

と

し

て

消

え

な

い

。

こ

の

よ

う

な

非

人

道

的

な

「

核

兵

器

」

が

国

内

に

貯

蔵

さ

れ

て

出

番

を

待

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

か

ら

生

じ

る

道

徳

的

な

痛

み

も

さ

る

こ

と

な

が

ら

、

貯

蔵

に

伴

う

火

災

、

運

搬

の

際

の

事

故

に

よ

る

拡

散

な

ど

の

現

実

的

な

危

険

が

常

に

存

在

す

る

。

も

し

政

府

が

い

つ

も

の

安

保

偶

像

崇

拝

癖

で

劣

化

ウ

ラ

ン

弾

の

撤

去

を

要

求

し

な

い

の

だ

と

し

て

も

、

そ

の

所

在

を

突

き

止

め

、

住

民

の

避

難

・

保

護

対

策

は

最

低

限

取

っ

て

お

く

べ

き

だ

ろ

う

。

七

0年
代

の

後

半

の

こ

と

、

劣

化

ウ

ラ

ン

弾

を

米

軍

が

使

用

す

る

と

い

う

話

を

聞

い

た

共

和

党

の

大

物

ド

ー

ル

議

員

（

前

の

大

統

領

選

で

ク

リ

ン

ト

ン

に

敗

北

し

た

）

は

、

「

大

変

シ

ョ

ッ

キ

ン

グ

な

こ

と

」

だ

と

発

言

し

た

。

し

か

し

こ

れ

を

自

国

の

ど

こ

か

わ

か

ら

な

い

基

地

に

貯

蔵

さ

せ

、

そ

の

使

用

も

外

国

軍

の

恣

意

に

任

せ

て

「

お

使

い

に

な

る

か

も

し

れ

な

い

か

ら

撤

去

を

求

め

る

考

え

は

な

い

」

と

平

然

と

語

る

被

爆

国

の

首

相

・

大

臣

の

存

在

す

る

こ

と

の

方

が

、

よ

っ

ぼ

ど

「

シ

ョ

ッ

キ

ン

グ

」

で

は

な

い

の

か

。

（

紙

数

の

関

係

で

、

引

用

・

参

照

の

出

典

は

す

べ

て

は

明

記

し

て

い

ま

せ

ん

が

、

す

べ

て

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

経

由

で

人

手

し

た

文

献

に

拠

っ

て

い

ま

す

。

原

資

料

御

希

望

の

方

は

、

b
t
r
e
e
R
3
k
.
t
h
r
e
c
w
e
b
 r
e
e
w
e
b
n
e
l
o
r
.jpま
で

御

連

絡

く

だ

さ

れ

ば

、

メ

ー

ル

で

送

り

ま

す

。

）

対

す

る

国

民

の

失

望

感

を

さ

ら

に

増

幅

さ

せ

る

も

の

と

な

っ

た

。で

は

、

官

僚

に

つ

い

て

は

ど

う

だ

ろ

う

。

国

会

議

員

が

役

立

た

ず

な

分

日

本

の

官

僚

は

優

秀

だ

と

言

わ

れ

続

け

て

き

た

。

け

れ

ど

最

近

実

は

そ

れ

が

そ

う

で

も

な

い

ら

し

い

こ

と

を

国

民

は

知

り

始

め

た

。

今

回

の

対

話

に

お

い

て

も

私

た

ち

一

行

六

名

の

国

民

は

「

こ

れ

で

は

日

本

の

将

去

る

三

月

二

十

五

日

、

キ

ャ

ッ

チ

ピ

，

l
ス

の

六

名

は

外

務

省

を

訪

問

。

浜

田

健

一

衆

議

院

議

員

の

仲

介

で

安

保

課

の

職

員

二

名

と

面

会

し

た

。

次

ペ

ー

ジ

に

掲

載

の

橋

本

首

相

、

池

田

外

相

宛

て

「

要

請

書

」

を

手

渡

し

、

併

せ

て

七

〇

分

間

の

「

対

話

」

の

時

間

を

持

っ

た

。

〈

出

席

者

〉

外

務

省

北

米

課

安

全

保

障

企

画

官

須

永

、

寺

沢

（

課

長

補

佐

）

湯

浅

、

田

巻

、

神

田

、

山

中

（

以

上

キ

ャ

ッ

チ

ピ

ー

＇

ス

運

営

委

員

）

、

広

沢

（

非

核

市

民

宜

言

運

動

ヨ

コ

ス

カ

）

、

柏

瀬

よ

り

子

（

横

浜

）

濱

田

健

一

衆

議

院

議

員

（

社

民

）

来

は

暗

い

・

・

・

」

と

暗

潅

た

る

思

い

で

帰

路

に

つ

い

た

の

だ

っ

た

。

エ

リ

ー

ト

と

呼

ば

れ

る

彼

等

が

あ

の

程

度

で

安

保

課

を

背

負

っ

て

立

っ

て

い

る

の

だ

と

し

た

ら

、

あ

あ

…

。

ア
メ
リ
カ
を
信
じ
て
ま
す

特

措

法

が

成

立

し

た

四

月

十

七

日

、

参

議

院

本

会

議

を

傍

聴

し

て

い

た

反

戦

地

主

の

知

花

昌

一

さ

ん

が

逮

捕

さ

れ

た

。

知

花

さ

ん

は

沖

縄

の

将

来

を

決

定

す

る

法

律

を

作

っ

た

国

会

議

員

の

レ

ベ

ル

の

低

さ

に

驚

き

呆

れ

怒

り

を

覚

え

て

思

わ

ず

声

を

発

し

た

の

だ

っ

た

。

国

政

を

担

う

国

会

議

員

の

レ

ベ

ル

の

低

さ

は

以

前

か

ら

い

わ

れ

て

い

る

。

今

回

の

一

連

の

動

き

は

そ

の

こ

と

を

証

明

す

る

も

の

だ

っ

た

。

そ

し

て

国

会

議

員

に

査

・

把

握

し

、

ア

メ

リ

カ

政

府

に

中

止

を

求

め

て

下

さ

い

I
今

回

持

参

し

た

「

自

治

体

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

」

は

昨

年

か

ら

今

年

に

か

け

て

キ

ャ

ッ

チ

ピ

ー

ス

が

実

施

し

た

も

の

で

す

。

知

名

度

も

な

い

一

市

民

団

体

か

ら

送

付

さ

れ

た

ア

ン

ケ

ー

ト

に

多

く

の

自

治

体

が

誠

意

を

も

っ

て

答

え

て

く

れ

た

の

は

、

住

民

の

生

活

被

害

や

墜

靡

故

へ

の

腐

感

の

中

こ

の

問

題

を

な

ん

と

曰
本
の
官
僚
は
優
秀
？

文
・
山
中
悦
子

記
録
・
柏
瀬
頼
子

や
は
り
、

日
本
の
前
途
は
暗
い

と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。
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九
州
で
は
、
昨
年
の
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
の
自

九
四
年
こ
ろ
か
ら
問
題
顕
在
化

か
解
決
し
た
い
と
い
う
自
治
体
の
切
実
な
気
持

ち
の
現
わ
れ
だ
と
思
う
。
政
府
は
全
国
の
自
治

体
と
協
力
し
て
詳
し
い
低
空
非
行
訓
練
の
実
態

を
調
査
し
国
民
に
公
開
す
る
義
務
が
あ
る
と
思

う
が
、
実
態
を
ど
の
程
度
認
識
し
て
い
ま
す

か
？因
み
に
、
ア
メ
リ
カ
本
上
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
飛
行
ル
ー
ト
を
公
閲
、
も
し
そ
の
ル
ー
ト

を
は
ず
れ
る
な
ど
の
違
反
が
あ
れ
ば
通
報
す
る

よ
う
市
民
に
求
め
て
い
る
が
。

●
外
務
省
低
空
飛
行
訓
練
は
地
位
協
定
上
の

こ
と
、
日
本
に
駐
留
す
る
米
軍
が
基
地
を
維
持

す
る
た
め
の
訓
練
だ
か
ら
や
っ
て
は
い
け
な
い

こ
と
で
は
な
い
。
訓
練
を
い
つ
ど
こ
で
や
っ
て

い
る
か
に
つ
い
て
は
聞
い
て
い
な
い
。
米
軍
は

安
全
に
は
配
慮
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。
そ

の
こ
と
に
関
し
て
は
日
米
間
の
信
頼
関
係
と
い

う
こ
と
で
信
じ
て
い
る
。
苦
情
を
寄
せ
ら
れ
れ

ば
安
全
措
置
を
と
る
よ
う
言
っ
て
い
る
が
日
々

の
訓
練
に
つ
い
て
細
か
く
注
意
し
て
い
る
と
米

軍
が
臨
機
応
変
に
訓
練
出
来
な
く
な
る
。
沖
縄

の
県
道
越
え
実
弾
演
習
な
ら
実
弾
は
危
な
い
の

で
何
時
演
習
を
す
る
の
か
知
ら
せ
て
も
ら
う
が

飛
行
ル
ー
，
卜
に
関
す
る
情
報
公
開
を
求
め
る
つ

も
り
は
な
い
。

米
軍
が
国
内
法
の
高
度
三

0
0
メ
ー
ト
ル
、

過
疎
地
帯
で
一
五

0
メ
ー
ト
ル
を
遵
守
し
て
い

f
f
l
 

低空飛

九州自

二行脚
神田公司
くまもと市民センター

三
月
一

0
日
と
一
―
日
の
両
日
、
脱
軍
備

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営
委
員
で
あ
る
呉
の
湯
浅

一
郎
さ
ん
と
熊
本
の
神
田
公
司
で
、
熊
本
県
・

大
分
県
に
対
し
て
、
昨
年
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
が

実
施
し
た
米
軍
機
に
よ
る
低
空
飛
行
に
関
す
る

自
治
体
調
査
の
結
果
の
報
告
と
自
治
体
と
し
て

の
独
自
の
調
査
と
国
や
米
軍
へ
の
働
き
か
け
を

求
め
る
た
め
の
行
動
を
行
っ
た
。

る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
客

観
的
か
ど
う
か
。
橋
の
下
を
く
ぐ
っ
た
と
い
う

事
例
に
関
し
て
も
米
軍
は
そ
う
は
言
っ
て
い
な

い
。
報
道
が
悪
く
言
わ
れ
な
い
の
は
羨
ま
し

ヽ

c
しー
と
に
か
く
住
民
の
声
を
聞
く
努
力
を
し
て
ほ

し
い
。
実
態
を
正
確
に
把
握
す
べ
き
で
は
C

●
外
務
省
外
務
省
は
い
ろ
い
ろ
な
国
の
防

衛
調
査
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
「
政
策
官
庁
」

で
あ
る
。
米
軍
と
直
接
話
し
が
出
来
る
の
は

我
々
だ
が
地
元
の
小
さ
な
声
を
聞
く
の
は
ム
リ

だ
。
た
っ
た
二
十
七
名
し
か
い
な
い
。
基
地
の

な
い
地
域
の
自
治
体
や
住
民
か
ら
の
苦
情
が
直

接
こ
こ
に
入
っ
て
く
る
が
本
来
そ
れ
は
防
衛
施

設
庁
の
仕
事
だ
C

・
・
ー
地
位
協
定
が
作
ら
れ
た
時
代
か
ら
米
軍
の
訓

練
の
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
現
状
を

踏
ま
え
る
た
め
に
外
務
省
が
中
心
に
な
っ
て
自

治
省
を
通
じ
て
で
も
実
態
調
査
を
す
べ
き
だ
。

●
外
務
省
私
は
韓
国
の
専
門
だ
っ
た
が
、
韓

国
で
は
米
軍
を
悪
意
の
当
事
者
と
し
て
み
て
は

い
な
い
。
韓
国
で
も
低
空
飛
行
や
事
件
、
事
故

は
起
き
て
い
る
が
、
米
軍
の
訓
練
を
理
解
し
て

「
出
て
い
っ
て
く
れ
」
と
い
っ
た
議
論
は
起
き

て
い
な
い
。
日
本
政
府
は
日
本
の
安
全
に
責
任

を
負
う
の
で
米
軍
の
存
在
に
関
し
て
細
か
い
調

査
は
し
な
い
。
米
軍
は
日
本
の
安
全
を
真
剣
に

治
体
調
査
に
合
わ
せ
て
、
目
撃
情
報
や
騒
音
が

問
題
化
し
て
い
る
大
分
県
、
熊
本
県
、
宮
崎
県
、

塵
島
県
の
各
自
治
体
に
対
し
て
一
一
一
度
に
わ
た

る
調
査
依
頼
を
お
こ
な
っ
た
。

大
分
県
は
大
分
市
在
住
の
安
東
信
二
さ
ん
、

宮
崎
県
は
延
岡
市
議
の
大
西
幸
二
さ
ん
、
鹿
児

島
県
は
隼
人
町
議
の
続
博
治
さ
ん
に
担
当
し
て

い
た
だ
い
た
。

低
空
飛
行
が
九
州
各
地
で
顕
在
化
し
た
の
は

一
九
九
四
年
ご
ろ
か
ら
で
、
大
分
市
で
は

「
ド
ー
ン
l

と
い
う
瀑
発
音
が
繰
り
返
さ
れ
、

市
民
か
ら
の
気
象
台
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

し
た
。
大
分
の
気
象
台
は
「
桜
島
の
火
山
の
爆

発
で
伝
わ
る
“
空
振
現
象
”
で
は
」
と
い
う
見

解
を
出
し
た
が
、
同
時
刻
に
桜
島
は
爆
発
し
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ど
う
も

米
軍
機
ら
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
低
空
飛
行
に
よ
る
大
分
、
熊
本
な
ど
で
の

騒
音
被
害
や
目
撃
情
報
が
出
て
き
て
更
に
問
題

化
し
て
き
た
の
が
九
六
年
に
入
っ
て
か
ら
で
、

大
分
県
で
は
原
因
究
明
を
求
め
る
声
や
新
聞
の

投
書
が
相
次
い
だ
。

情
領
を
報
告
。
一
日
米
地
位
餡
動
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
・
ク
。
運
町
）
な
ど
が
あ
っ
た
。

ス

「

米

軍

機

の

低

空

飛

行

訓

練

一

定

鷺

歪

硲

屡

飛

行

訓

覆

9
日
翌
年
広
湯
浅
兄
竺
大
分
の
飛
行

ピ
練
の
実
墨
督
で
き
る
公
式
島
県
呉
市
！
と
神
田
公
司
さ
ん

n
ー
ス
は
翡
山
地
迄
欝
す
―

県
は
中
止
要
求
を
二
汀
且
＂
い
註
甘
り
り
む
”

目

」

も

て

、

票

に

①

ほ

窯

磁

し

た

。

て

九

二

年

以

降

、

新

た

に

設

定

i

,
:
'
コ
闘
叫
叫
罰
｛
芯
剛
い
i
i
i

一
言
言
員
言
冒

[
芽

I
,
1
1
1
]

胃
言
〖

（第3謳鄭便窃
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以
上
外
務
省
の
お
役
人
の
方
々
の
お
考
え
や

（
二
三
ペ
ー
i
ジ
下
段
へ
）

ー
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
使
用
に
抗
議
し
、
日
本
か

ら
の
撤
去
を
求
め
て
下
さ
い
ー
出
名
2

ウ
ラ
ン
弾

の
存
在
お
よ
び
そ
の
使
用
は
国
内
法
（
原
子
力

基
本
法
）
の
適
用
を
受
け
る
の
で
は
？
日
本
国

内
の
貯
蔵
場
所
お
よ
び
移
動
に
関
す
る
情
報

は
？
米
軍
は
弾
薬
を
民
間
業
者
に
委
託
し
て
一

般
道
路
を
使
っ
て
運
ん
で
い
る
。
劣
化
ウ
ラ
ン

も
運
ば
れ
て
い
な
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。

●
外
務
省
国
内
法
は
適
用
さ
れ
な
い
が
む

ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
あ
っ
て
い
い
と
は
言
っ
て
い
な

い
。
事
故
が
起
こ
れ
ば
被
害
を
被
る
の
は
ま
ず

米
軍
だ
か
ら
安
全
管
理
は
万
全
だ
。
ど
こ
に
貯

蔵
し
て
い
る
か
を
聞
く
の
は
信
頼
関
係
を
壊
す

こ
と
に
な
る
。
浦
郷
弾
薬
庫
（
横
須
賀
）
に
あ

る
か
ど
う
か
日
本
人
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
最
後
。
弾
薬
の
輸
送
を
民

間
業
者
に
任
せ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
何
を
証

拠
に
？

安
全
管
理
は
万
全

考
え
て
い
る
。
日
本
の
国
土
が
狭
い
の
が
原
因

で
国
益
が
相
反
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
国
の
安

全
保
障
は
行
政
府
の
責
任
と
し
て
不
人
気
で
も

や
る
。
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ま
た
、
熊
本
県
で
も
大
分
県
と
同
様
に
九
四

年
ご
ろ
か
ら
菊
池
市
で
目
繋
さ
れ
、
熊
本
日
日

新
聞
矢
部
支
局
の
農
記
者
の
追
跡
調
査
で
、
目

撃
情
報
が
ま
と
め
ら
れ
、
低
空
飛
行
の
ル
ー
ト

や
日
常
化
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
低
空
飛
行
が
問
題
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
中
で
の
調
査
で
、
結
果
は
、
既
に
報
告
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
回
答
を
し
て
き
た
自
治
体
は

大
分
県
は
大
分
市
、
臼
杵
市
、
九
重
町
、
野
津

原
町
、
佐
伯
市
の
五
つ
、
熊
本
県
で
は
菊
池
市
、

水
上
村
、
小
国
町
、
矢
部
町
の
四
つ
、
宮
崎
県

で
は
え
び
の
市
の
―
つ
で
、
全
部
で
一

0
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
調
査
結
果
を
熊
本
県

や
大
分
県
に
報
告
し
、
で
き
れ
ば
県
独
自
の
取

り
組
み
を
つ
く
つ
て
も
ら
お
う
と
思
い
、
呉
の

湯
浅
さ
ん
に
貴
重
な
休
み
を
と
っ
て
い
た
だ

き
、
今
回
の
申
し
人
れ
行
動
（
熊
本
発
、
湯
布

院
経
由
、
大
分
行
き
の
ミ
ニ
キ
ャ
ラ
バ
ン
）
に

な
っ
た
。

熊
本
県
で
は
、
岩
中
県
議
に
労
を
と
っ
て
い

た
だ
き
永
野
総
務
部
長
と
会
見
し
た
。
実
は
、

こ
の
総
務
部
長
に
会
う
ま
で
が
大
変
で
、
熊
本

靡
で
は
米
軍
機
の
低
空
飛
行
問
題
を
ど
こ
の

市
民
の
手
に
よ
る
平
和
の
た
め
の

シ
ン
ク
タ
ン
ク
設
立
に
ご
協
力
を
！

ピ
ー
ス
デ
ポ
と
い
っ
て
も
、
何
の
こ
と
か
わ

か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
「
P
e
a
c
e

Dep
ot」の

こ
と
で
、
今
、
発
足
に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で

い
る
「
市
民
の
手
に
よ
る
、
平
和
の
た
め
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
」
の
愛
称
で
あ
る
。
「
平
和
資
料
協

同
組
合
」
と
い
え
ば
、
い
く
ら
か
の
方
に
は
ご

理
解
い
た
だ
け
る
か
も
し
れ
な
い
。

平
和
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
は
市
民
の
活
動

が
基
本
と
な
る
。
し
か
し
運
動
に
確
信
を
あ
た

え
る
情
報
や
分
析
は
待
っ
て
い
て
は
え
ら
れ
な

い
。
意
識
的
に
情
報
を
模
索
し
、
提
供
し
て
い

け
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ピ
ー

ス
デ
ポ
は
そ
れ
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。．
 

実
は
、
こ
の
構
想
は
一
九
九

0
年
十
二
月
、

キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
の
前
身
で
あ
っ
た
反
ト
マ

ホ
ー
ク
全
国
運
動
の
議
論
の
な
か
で
生
ま
れ
、

準
備
会
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
た
の
で
あ

o
o
o＠
⑯
（
麟
麟
）

村
役
場
作
成
の

飛
行
コ
ー
ス
に
び
っ
く
り

る
。
こ
の
間
、
梅
林
さ
ん
を
中
心
に
し
て
の
ア

メ
リ
カ
の
情
報
公
開
法
を
活
用
し
た
調
査
活
動

は
、
日
本
に
お
い
て
も
先
駆
的
な
活
動
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
相
模
補
給
廠
の
倉

庫
、
嘉
手
納
で
の

P
C
B汚
染
、
呉
の
米
軍
弾

薬
庫
の
海
上
保
管
な
ど
は
大
き
く
報
道
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
運
動
の
武
器
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
在
日
米
軍
基
地
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
駆
使
し
て
作
ら
れ
た

2
冊
の
単
行
本
（
梅

林
宏
道
著
「
情
報
公
開
法
で
と
ら
え
た
在
H
米

軍
、
沖
縄
の
米
軍
」
）
は
、
日
本
の
置
か
れ
て
い

る
現
実
を
見
事
に
映
し
だ
し
た
力
作
で
あ
る
。

．
 

と
に
か
く
6
年
に
わ
た
る
準
備
的
な
活
動
を

経
て
「
最
低
限
の
人
的
・
財
性
的
な
経
営
基
盤

が
確
保
で
き
る
」
こ
と
が
見
え
て
き
た
こ
と

で
、
こ
の
十
一
月
に
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
十
一
月
二
三
日
、
横
浜
で
設
立
総
会
・
記

．
 ．
 

部
署
が
担
当
す
る
か
で
も
め
た
そ
う
で
、
結

局
、
総
務
部
長
が
い
や
い
や
私
た
ち
と
の
会
見

に
応
じ
た
。
テ
レ
ビ
の
ラ
イ
ト
が
た
か
れ
、
記

者
が
取
り
囲
ん
で
の
会
見
で
あ
っ
た
が
、
湯
浅

さ
ん
が
差
し
示
し
た
水
上
村
役
場
職
員
の
つ

く
っ
た
米
軍
機
の
飛
行
コ
ー
ス
に
は
さ
す
が
に

総
務
部
長
も
驚
き
、
や
っ
と
資
料
に
目
を
通
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
コ
ー
ス
か
ら
役
場
と
市
房

ダ
ム
が
目
標
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き

こ。f
 米軍
問
題
で
申
し
入
れ
を
受
け
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
な
い
熊
本
県
に
と
っ
て
、
資
料
と
し
て

の
新
聞
の
切
り
抜
き
―
つ
な
く
、
と
に
か
く
自

治
体
の
問
題
と
し
て
独
自
の
調
査
を
行
う
よ
う

要
求
す
る
の
が
精
一
杯
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

翌
―
一
日
の
大
分
県
で
は
、
調
査
に
も
加

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
安
東
信
一
一
さ
ん
手
配
で
、

総
務
部
総
務
課
長
の
仲
英
雄
さ
ん
と
会
見
し
、

申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
大
分
県
で
は
既
に
全
県

的
に
低
空
飛
行
が
問
題
化
し
て
い
る
た
め
、
幾

度
と
な
く
外
務
省
に
低
空
飛
行
の
中
止
を
申
し

入
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
一
方

で
、
低
空
飛
行
に
関
す
る
情
報
は
外
務
省
か
ら

は
皆
無
で
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
頼
っ
て
い
る
の

．
 

米
軍
に
関
し
て
は
、
沖
縄
の
海
兵
隊
の
実
弾

演
習
移
転
先
に
日
出
生
台
演
習
場
が
候
補
地
に

挙
が
っ
て
い
る
こ
と
も
含
め
、
熊
本
県
に
比
べ

問
題
意
識
は
は
る
か
に
高
か
っ
た
が
、
県
独
自

で
低
空
飛
行
の
実
態
を
調
査
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
ず
、
今
回
の
行
動
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、

昨
年
―
一
月
の
日
米
合
同
演
習
以
降
、
大
分
や

熊
本
で
は
低
空
飛
行
が
報
告
・
目
撃
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。
実
弾
派
習
移
転
を
か
ら
め

て
米
軍
が
意
識
的
に
低
空
飛
行
を
控
え
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
さ
や
か
な
行
動
で
は
あ
っ
た
が
具
体
的
な

自
治
体
へ
の
働
き
か
け
が
重
要
で
、
今
後
、
高

知
県
な
ど
の
四
国
や
中
国
各
県
を
ま
わ
る
必
要

性
を
湯
浅
さ
ん
も
私
も
痛
感
し
た
。

最
後
に
、
宿
や
食
事
の
お
世
話
を
い
た
だ
い

た
湯
布
院
の
佐
藤
晶
さ
ん
、
熊
本
の
岩
中
県

議
、
大
分
の
安
東
さ
ん
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し

上

げ

る

。

◆

◆

念
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
な
い
、
翌
年
の
一
月

一
日
を
も
っ
て
正
式
に
発
足
す
る
計
画
で
あ

る。
め
ざ
す
活
動
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
柱
が
か

か
げ
ら
れ
て
い
る
。
●
市
民
の
活
動
に
役
立
つ
、

平
和
問
題
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
め
ざ
す
。
●
軍

事
力
が
平
和
の
担
保
と
な
る
と
い
う
常
識
が
支

配
す
る
世
界
の
現
状
を
変
え
る
た
め
に
、
世
界

の
N
G
oと
連
携
し
た
活
動
を
め
ざ
す
。
●
日

本
の
市
民
が
、
世
界
の
平
和
の
た
め
に
は
た
す

べ
き
役
割
を
意
識
し
、
そ
れ
を
追
求
す
る
活
動

を
め
ざ
す
。
●
一
次
資
料
に
も
と
ず
く
正
確
な

情
報
わ
か
り
や
す
い
分
析
を
重
視
し
た
活
動

を
め
ざ
す
。
●
防
衛
、
外
交
に
関
す
る
行
政
の

情
報
公
開
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

O

草
の
根
活
動
と
専
門
家
集
団
の
新
し
い
協
力
関

係
を
め
ざ
す
。

．
 

現
在
、
準
備
に
入
っ
て
お
り
、
ハ
ン
フ
も
で

き
あ
が
っ
た
。
同
封
し
た
の
で
詳
し
く
は
そ
れ

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
平

和
運
動
に
と
っ
て
意
義
深
い
こ
と
と
考
え
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
と
し
て
も
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
く
所
存
で
あ
る
。
（
湯
浅
一
郎
・
ピ
ー
ス
リ

ン
ク
広
島
・
呉
岩
国
） ．

 
． 

働
き
か
け
の
重
要
性
痛
感

が
現
状
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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き
も
の
が
集
ま
り
豊
か
な
生
態
系
が
育
ま
れ
て

お
り
、
そ
の
存
在
は
、
広
い
範
囲
で
の
生
態
系

の
維
持
に
寄
与
し
て
い
る
。
藻
場
を
つ
ぶ
す
こ

と
は
、
生
物
の
再
生
産
過
程
の
鎖
を
断
ち
切
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
間
、
広
島
湾
で
は
多

く
の
藻
場
が
つ
ぶ
さ
れ
、
こ
れ
以
上
、
藻
場
を

減
ら
す
こ
と
は
、
何
と
し
て
も
や
め
ね
ば
な
ら

な
竺
瀬
戸
内
海
の
埋
め
立
て
は
、
瀬
戸
内
海

環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
以
下
、
瀬
戸
内
法
）

に
よ
っ
て
、
「
瀬
戸
内
海
の
特
殊
性
に
つ
き
十

分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
上

で
、
「
厳
に
抑
制
す
べ
し
」
と
さ
れ
て
い
る
。
埋

め
立
て
は
、
海
を
つ
ぶ
し
、
汚
染
の
も
と
と
な

る
。
そ
し
て
工
事
が
終
わ
れ
ば
、
外
国
の
基
地

を
強
化
し
、
存
在
を
固
定
化
す
る
だ
け
だ
。

―
一
月
二
二
日
に
環
境
庁
は
、
埋
め
立

て
を
容
認
す
る
意
見
書
を
出
し
た
。
そ
こ
に
は

「
瀬
戸
内
法
」
と
い
う
言
葉
が
一
度
も
出
て
こ

な
い
。
八
〇
勺
こ
強
の
大
規
模
な
藻
場
、
干
泊
を

一
度
に
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
埋
め
立
て
は
、
瀬
戸

内
海
に
お
い
て
は
近
年
ご
く
希
で
、
な
に
よ
り

も
瀬
戸
内
法
の
精
神
に
反
す
る
が
、
そ
の
点
に

つ
い
て
の
指
摘
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。．
 

埋
め
立
て
へ
の
認
可
は
、
関
係
し
た
行
政
機

関
す
べ
て
が
、
生
息
す
る
無
数
の
生
物
の
存
在

を
根
こ
そ
ぎ
抹
殺
す
る
こ
と
、
将
来
の
広
島
湾

．
 

そ
の
直
後
の
二
月
二

五
日
、
岩
国
市
長
・
山
口

県
知
事
は
、
空
中
給
油
機

の
普
天
間
か
ら
岩
国
へ
の
移
駐
に
つ
い
て
「
基

に
お
け
る
海
洋
生
態
系
の
健
全
性
を
維
持
す
る

た
め
に
不
可
欠
な
場
を
、
水
久
に
つ
ふ
す
こ
と
を

推
進
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
薬
害
エ
イ
ズ
の

問
題
で
、
厚
生
省
の
責
任
が
告
発
さ
れ
て
い
る

が
、
事
業
者
で
あ
る
防
衛
施
設
庁
は
も
と
よ

り
、
許
認
可
に
関
わ
っ
た
建
設
省
・
運
輸
省
・

環
境
庁
・
山
口
県
な
ど
の
行
為
も
海
洋
生
物
の

存
在
を
抹
殺
し
、
更
に
将
来
沿
岸
海
洋
と
の
持

続
的
な
つ
き
あ
い
を
し
て
い
く
上
で
、
重
大
な

罪
を
犯
し
た
こ
と
だ
け
は
認
識
し
て
お
く
べ
き

で
あ
る
。
後
世
の
住
民
か
ら
は
、
人
殺
し
の
暴

力
装
置
を
強
化
す
る
た
め
に
、
何
故
、
海
の
要

と
な
る
渚
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
の
か
断
罪
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

．
 

今
、
岩
国
で
は
埋
め
立
て
用
士
砂
を
確
保
す

る
た
め
の
愛
宕
山
開
発
に
関
す
る
説
明
会
が
開

か
れ
て
い
る
。
山
を
削
っ
て
土
砂
を
と
り
、
そ

の
跡
地
を
宅
地
造
成
し
よ
う
と
言
う
わ
け
だ
。

そ
の
手
続
き
が
一
応
の
め
ど
が
付
く
5
月
頃
、

い
よ
い
よ
埋
め
立
て
工
事
が
着
工
す
る
。
私
た

ち
は
、
瀬
戸
内
法
の
改
正
を
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
岩
国
の
藻
場
・
干
潟
を
守
る
こ
と
が
2
1

世
紀
の
子
孫
に
大
切
な
場
を
残
す
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
、
藻
場
・
干
潟
が
完
全
に
消
滅
す

る
ま
で
は
、
そ
の
保
全
を
求
め
て
運
動
を
続
け

て
い
き
た
い
。
環
瀬
戸
内
海
会
議
が
作
成
し
た

（
一
原
子
力
艦
入
港
情
報
l

は
休
載
し
ま
し
た
）

絵
ハ
ガ
キ
を
環
境
庁
や
ア
メ
リ
カ
政
府
に
送
る

運
動
を
開
始
し
た
。
表
紙
の
写
真
に
あ
る
藻
場

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

1
枚
5
0
円。

皆
さ
ん
の
ご
協
刀
を
お
願
い
し
た
い
。
最
後
に

ハ
ガ
キ
の
文
面
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
「
岩

国
基
地
沖
の
藻
場
・
干
潟
は
、
魚
の
産
卵
や
稚

魚
の
成
育
の
場
と
し
て
瀬
戸
内
海
で
も
残
り
少

な
い
貴
重
な
海
で
す
。
こ
の
海
を
、
軍
事
基
地

の
滑
走
路
に
し
な
い
で
！
次
の
世
代
の
た
め
瀬

戸
内
法
に
反
し
た
埋
め
立
て
計
画
を
中
止
し
て

く
だ
さ
い
。
」

（
十
九
ペ
ー
ジ
下
段
か
ら
）

「
お
仕
事
」
の
一
端
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
し

た
。
日
本
の
未
来
が
明
る
い
と
信
じ
ら
れ
る
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
同
日
、
同
じ
内
容

の
「
要
望
書
」
を
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
ア
メ
リ

カ
大
統
領
宛
て
提
出
し
た
。
例
に
よ
っ
て
例
の

如
く
、
こ
の
日
も
私
た
ち
は
大
使
館
の
黒
い
鉄

の
門
の
前
で
日
本
人
の
警
備
担
当
者
に
「
要
望

書
」
を
読
ん
で
聞
か
せ
た
。
・
・
・
ム
ム
ム
。
な
ん

か
む
な
し
い
。
「
バ
カ
に
し
な
い
で
よ
i
P
」◆◆
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絵
ハ
ガ
キ
を
出
そ
う
！

（
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
）

,
 

.. 

9

.

 

（
文
面
）
岩
国
基
地
の
藻
場
、
干
潟
は
魚
の
産
卵
や
稚
魚
の
生
育
の
場

一
と
し
て
瀬
戸
内
海
で
も
残
り
少
な
い
貴
重
な
海
で
す
。
こ
の
海
を
、

靡
基
地
の
滑
走
路
に
し
な
い
で
！
次
の
世
代
の
た
め
瀬
戸
内
海
法

に
反
し
た
埋
め
立
て
計
画
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

二
月
一

0
日
、
外
務
省
は
、
地
強
化
に
は
な
ら
な
い
」
と
判
断
し
、
受
け
入

九
五
年
末
か
ら
九
六
年
初
め
れ
に
合
意
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
れ
と
連

に
か
け
て
岩
国
基
地
所
属
の
動
し
て
、
滑
走
路
沖
合
移
設
に
伴
い
敷
地
を
四

ハ
リ
ア
ー
攻
撃
機
が
、
沖
縄

0
％
も
拡
張
す
る
埋
め
立
て
が
こ
の
春
に
も
始

の
烏
島
射
爆
撃
場
で
劣
化
ウ
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
少
な
く

ラ
ン
徹
甲
焼
夷
弾
を
一
五
と
も
ニ
―
世
紀
初
頭
に
お
け
る
基
地
の
拡
張
と

二
0
発
も
発
射
し
て
い
た
こ
恒
久
化
は
決
定
的
で
あ
る
。
沖
縄
が
ま
が
り
な

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
り
に
も
基
地
の
縮
小
に
向
け
て
動
き
は
じ
め
た

の
で
き
ご
と
は
、
岩
国
基
の
と
比
べ
、
岩
国
の
ベ
ク
ト
ル
は
全
く
逆
に
向

地
の
存
在
自
体
が
沖
縄
県
い
て
い
る
。
埋
め
立
て
は
、
滑
走
路
を
基
地
の

民
に
甚
大
な
危
害
を
も
た
沖
合
に
一

k
m移
す
も
の
で
、
ニ
―
五
勺
戸
に
昇

ら
す
震
源
地
と
な
っ
て
い
る
。
広
島
湾
に
お
け
る
埋
め
立
て
と
し
て
は
最

る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
大
級
で
、
関
西
新
空
港
の
四
割
に
相
当
す
る
。

埋
め
立
て
の
影
響
は
地
形
の
変
化
に
よ
る
流
れ

の
変
化
だ
け
で
は
な
い
。
埋
め
立
て
で
つ
ぶ
さ

れ
る
遠
浅
の
海
に
は
広
大
な
藻
場
と
干
潟
が
あ

る。
藻
場
は
、
魚
が
産
卵
す
る
場
で
あ
り
、
幼
稚

魚
が
育
ち
成
育
す
る
場
で
も
あ
る
。
多
く
の
生
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会計報告
(97.3.20~4.22) 

［収入］
〇前月からの繰越し 513,857 

0今月の収入 49,000 

会費収入 45,000 

（内訳） 維持団体

゜維持個人 12,000 

参加団体

゜参加個人

゜通信会員 33,000 

カンパ収入 4,000 

預金利子

゜資葬収入

゜運動収入

゜［支出］
●今月の支出 96,124 

事務所代 (3月分済） 40,206 

水道光熱費 5,646 

電話FAX費（12月分） 3,296 

郵送費 44,276 

文具・備品

゜印刷・コピー代i紙代）

゜郵便振替等手数料 650 

雑費 2,050 

●次月への繰越し 466.733 

＊行動費は行動プロジェクト毎の独立採算となってい

るため、それにあてはまらない収支のみがこの襴に計

上されます。

月刊キャッチピース
No. 52（通巻131号）

発行●脱軍備ネットワークキャッチピース

連絡事務所●〒222 横浜市港北区錦ヶ丘

10-4 ハイツ幸1-B

ft• FAX 045(433)3483 
E-MAIL : tamaki@ab.mbn.or.jp 

編集●月刊キャッチピース編集委員会

郵便振替•00160-7-136148キャッチピース

定価● 10 0円（通信会員年間30 0 0円）
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